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遺跡 。

調査次数
調査地区 面 積 調査期間 調 査 地 所 有 者 等 備 考

藤原宮 38 6AJF―B 1,380ポ
'83 12  1

～'84  3 28 橿原市高殿町沖殿 411-1 殿村  勇 学術調査

6AJJ―
A～C 1,405ご

'84  1 23

-'84  4 10 橿原市縄手町・ 醍醐町 奈良県
国道バイノま
建設 4次

6 AWVK一H 870∬
'84  3, 1

-'84  4 19 橿原市上飛騨町 1536 橿原市長
市営住宅建
設

6A」 F―B 1,260雷
'84  4  3
デヽ84 10 20 橿原市高殿町沖殿 411-1 殿村  勇 学術調査

6AJQ一 E 618コf
'84  4  7
、メ84  5 15 橿原市醍醐町 奈良県

国道バイパス
建設5次

6AJQ一
E・ F 749∬

'84  6 11

～'84  8  7 橿原市醍醐町 奈良県
国道バイノま
建設 6次

6AJ F―B 1,750雷
'84 10 22

～'85  4 24
橿原市高殿町沖殿

412-1,413
殿村
藤田

美
挑

清
好 学術調査

41- 1 6却�lG―H ２
ｍ

'84  4 11 高市郡明日香村小山
362・ 363 上 田 正弘 住宅増築

41-2 6AJP一U ２
ｍ

'84 4 13 橿原市醍醐町大木 216-1 高 岡 喜明 庭地造成

41-3 6A」 H― S 80∬
'84  4 22

～'84  4 26 橿原市飛騨町 79 橿原市長
老人憩の家
建設

41-4 6A」 P―S 20だ
'84  5 17
-'84  5 18 橿原市醍醐町271-7 吉 川 俊成 宅地造成

41-5 6AふンhI一 B 130ポ
'84

-'84
橿原市田中町字測カエ

421-1 高山マサエ 露天駐車場
造成

41-6 6郷ン郎/―D 80∬
'34 7 9
-'84  7 16

橿原市久米町 713
714-1～ 3

増田 宗和
レス トラン
建設

41- 7 6A」 P一
KoL 120ポ

'84  7 23

-'84  7 31 橿原市醍醐町字野田 261
近畿安全保護
具協会組合

事務所・倉
庫新築

41- 8 6A」 F―F loポ
'84  8  7

～'84  8  9 橿原市高殿町 325-5 中浦久次郎
農小屋・車
庫改築

41-9 6AJP― R 60ポ
'84

-'84
ａ

９ 橿原市醍醐町東五ノ坪 森田  弘 住宅新築

41-10 6AJH―U 12r
'84 10  8

^メ 84 10  9 橿原市飛騨町 65-1 森本忠三郎 住宅新築

41-11 6AJJ一B 12ポ
'84

、メ84 橿原市醍醐町 106-7 三浦 浩 住宅新築

41-12 6AJH一P 150∬
'84 11 19

-'8411 29
橿原市飛騨町 82,85,86,
87,85-1,87-1,84-1

長． 市
郷

市
開

原
地

橿
土

飛騨地区道
路・住宅新築

41-13 6AJN一 N 140ポ
'84 12 6
～'841225 橿原市法花寺町 184 東  淳一 住宅新築

41-14 6A」 Q― F 8ポ
'34 12 19

^メ 84 12 20 橿原市醍醐町 138-3 松本 雅 昌 住宅新築

※

‐５
一

6AWR一 D 172ポ
'35

-'85 橿原市城殿町字東テ 160 西田 恒信
露天駐車場
造成

発 掘 調 査 地 一 覧 表
※は本概報に未収録
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遺跡・
調査次数

調査地区 面 積 調査期間 調  査  地 所有 者等 備 考

藤原宮
41-16 6A」 Q一K 100雷

'85  3 18

-'85  4  1
橿原市醍醐町

296-1, 297-3 吉川源二郎
盛土造成建
物建設

水落 篭 6郷 7□D一V 151 nf
'85

～'85
高市郡明日香村飛鳥水落

213-1 明日香村 史跡整備に
伴う調査

石神  4 6則�ID―U 1,400だ
'84  7  9

-'85  5  7
高市郡明日香村飛鳥石神

284-1 米田 泰三 学術調査

石神周辺 A 6Aふン狂)一N ２
ｍ 84  4  6 高市郡明日香村飛鳥

363,364-1 西本 正夫 住宅新築

石神周辺 B 6却�ID―L 19r
'84  8  7

-'84 8  8
高市郡明日香村飛鳥

405-2
明日香村農
協 駐車場造成

飛鳥寺周辺
G 5BAS― E 95 nf

'84  5  1

-34  5 11
高市郡明日香村飛鳥

(地内)

大字飛鳥管
理組合 農道改修

H 5BAS―Q 9∬
'84

-B4
９

１ ０

＆

５ 高市郡明日香村飛鳥 640 豊 田 義 男 住宅改築

I 5BAS― E 12雷
'84  5 22
レ`'84  5 24 高市郡明日香村飛鳥 636 中島 二郎 住宅改築

」 5BAS― J 56言
'85  1 10

-'85  2  1
高市郡明日香村飛鳥

130-1, 130-2 川島 浩之 車庫改築

K 5BAS一B 35r
'85  1 23

～ 85  2 23 高市郡明日香村飛鳥 138 北村 利嗣 農業用倉庫
新築

L 5AKB―A 24ポ 34 7 17
-'34  7 25

高市郡明日香村飛鳥
83, 84 中窪 太郎

農業用倉庫
新築

山田寺 6 5BYD一
M・ 」

572雷
'84  8  6
～841228 桜井市山田 国有地 学術調査

川原寺 A 6BKH一A 32ポ
'84 7 31
-'84  8  2 高市郡明日香村川原 14 中谷 幸雄

農業用倉庫
新築

川原寺周辺
B 6AKN一B 6r '84  4 26 高市郡明日香村川原

77-1
総
雄

原
幸

川
谷

字
中

大
代 公民館改築

橘 寺 5BTB一A 23ポ
'84 10  3

-'84 10  4 高市郡明日香村橘 443 石井 義恩 住宅改築

豊浦寺 ※ 5BTU―L 115だ
'85  2 26
^ブ 85  5 16 高市郡明日香村豊浦 630 蘇我原敬浄 築

寺
改

原
裡

向
庫

※
奥山久米寺

5BOQ一Q 25ポ
弓

々
高市郡明日香村奥山

カミヤタ 26-2 吉松 利則 住宅改築

凡

1 本号には奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部が1983年 12月 から,1985年 3月 までに行なっ
た調査の概要を収録 した。ただし,一部未収録のものがある。

2 調査■覧表には,1984年度の調査を示したが,本号に収録した1983年度の調査を一部再録 した。
3 遺構図に用いた座標は,すべて平面直角座標系第Ⅵ座標系であり,遺構図では「―」符号を省略している。
4 本文中では『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』を概報と略した。
5 遺構図には,個々の遺構に,遺跡あるいは大地区割ごとの一連番号を付し,そ の前にSA;築地・ 塀 ,

SB:建物 ,SCi回廊,SD;溝・濠 ,SE;井戸,SF;道路,SK;土壊 ,SX,その他,な どの分類符号
を示した。なお,遺構番号には仮番号で示したものがある。

表紙カット:石神遺跡第 4次調査出土 新羅土器復原模式図 (1:4)

例
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調 査

藤原宮東方官衡地域の調査 (第 38・ 41・ 44次 )

藤原宮東方官衝地域では,こ こ数年来計画的に発掘調査が行 なわれ,東面北

門の西側で整然 と並ぶ長大な建物群が確認 されている。今回の第 38・ 41・ 44次

調査 はこれまでの調査 と一連の もので、官衡の規模や性格、建物群の基本的な

配置などをさらに明 らかにする目的で実施 した。第38次 調査地区は、1982年 度

に調査 した第35次 調査地区に西接 し、 1983年度末に調査 を行な った。引続 いて

1984年度当初 にさらに西側に第 41次 調査地区を設定 し、続 いてその北側 に第44

次調査地区を設 けた。なお、第41次 調査

地区 と第 44次調査地区は遺構検出の関係

か ら一部調査地が重複 している。

38歩〔

100m 21コ 次

第 1図 藤原宮東方官衡地域調査位置図 (1:3000)

a 藤原宮第38次調査

(1983年 12月 ～ 1984年 3月 )

調査地 区 は東西 53m,南 北26mの 範 囲 の水 田で 、面積は1380∬ で あ る。調 査

地 区 の層序 は,基本 的 に上層 か ら耕 土・ 床土・ 灰褐色 土・ 茶 褐色土・ 黄褐色粘

質土 (地 山)の順 で あ り,遺構 の大部分 は茶褐色土上面 で検 出 した。

宮 の

外 濠大 垣内 擦

隊
迅

44次
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主な遺構 は、掘立柱建物・ 掘立柱塀・溝・ 土壊 。池状遺構 。小穴群などがあ

り,こ れ らは藤原宮期,藤原宮期以前,そ の他に大別 され る。

藤原宮期の遺構

藤原宮期の遺構には、掘立柱建物 S B 3300・ 3480,掘立柱塀 S A 3500,宮 内

道路 S F 3499及 びその東西両側溝 S D 3501・ 3502が ある。

掘立柱建物 S B 3300は ,第 35次 調査ですでにその東半部分を検出 している。

今回の調査では西妻柱列及びそれ よ り東 4間 分の柱穴を検 出 した。その結果 ,

全体の規模 は,桁行 9間 (総 長 26.37m),果 行 3間 (総 長 8.18m)と な り,

柱筋の全てに柱の建つ長大な建物であることが明 らか とな った。各柱間の寸法

は、桁行 2.93m等 間,梁 行 は中央 部 3.5m,両 脇 間各 2.34mと なる。柱

掘形は不揃 いで あるが,東西 1.2m,南 北 lmの 隅丸方形を呈 し,柱 の抜取 り

穴を持 つ もの もある。 S B 3300の西 28mで 南北に並ぶ 3個 の柱穴 S X 3510は

S B 3300と 一連の施設 と考 え られ る。建物 の張出 し部分 とも日隠 し塀のよ うな

施設 とも想定で きるが, S B 3300に 対 して北で西 にわずかに振れており,詳細

はわか らない。なお,第 35次 調査で も S B 3300の 東約 3mで 同様の施設が確認

されて いるが,こ の場合 は柱を建てた痕跡が全 く認め られていない。 S B3480

は S B 3300の 西約 8mの位置 にあ り,桁行 2間 以上,梁 行 3間 の身舎の南 と東

に庇がつ く南北棟の掘立柱建物である。柱間寸法 は身舎が桁行 24m等 間,梁

行が中央間 2.4m,両 脇間 1.8mで ある。南庇が 1.8m,東庇が 2.lmの広 さ

を もつ。身舎の東側柱筋 と東庇柱筋の一部に建て替えがみ られる。柱掘形は東

西 1.2m,南北 0。 9m前 後の隅丸方形 を呈 し,一部の柱穴には直径 25 cmほ どの

柱痕跡が残 る。柱掘形の深 さは現在の遺構面か ら70～ 80 cmで あるが,身 合の妻

柱中央 2本 は35～ 40cmと 浅 く掘 られている。

SA3500は S B 3480の 西約 10.5mに ある南北塀で東方官行 の一ブロックの西

端を画 する塀 と考 え られる。柱間寸法は 2.7m等間で 8間分を確認 した。なお,

S A3500は 藤原宮東大垣 より約 193m西 に位置す ることとなる。 S F 3499は 宮

内道路の遺構で藤原京東一坊大路計画線 (先 行条坊)を踏襲 したものと考 え ら

れ る。路面の幅員約 13.6m,側 溝心々で約 15mを 測 る。東 。西の側溝 SD3501
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・ S D 3502は それぞれ幅 1.4mの 素掘 りの溝で,藤原宮期を通 じて使用 されて

いたものと考え られる。すなわち, S F 3499の 計画道路上 には藤原宮期に建物

等が建て られておらず ,こ の道路が藤原宮期に宮内道路 として使用 されていた

ものと思われ る。側溝の埋土 には流水 を示す砂の堆積がある。

藤原宮期以前の遺構

藤原宮期以前の遺構 は弥 生・ 古墳 時 代 の遺構 と 7世紀代の遺構 とに大 き く

分 け られ る。

弥生時代 の遺構 は発掘区の南か ら西北方 に流れる素掘 り溝 SD3530と SD35H

がある。 S D 3530は 溝幅最大 4mで ,発掘区の西端 を斜行 して流れ、南 よ りで

西 に分流する。 SD3511は 発掘区南端中央部で西岸の一部を確認 したにとどま

り,全貌 は明 らかでない。

古墳時代 の遺構 は素掘 り溝 2条 ,池状遺構・ 土壊が各 1ケ 所 あ り,埋土 か ら

布留式上器 が出土 した。発掘区の東北隅を斜行 して流れ る SD3490は ,第 35次

調査で検 出 した S D 3305と 一連の ものと考 え られ,溝 幅約 60 cmで ある。SD 3482

は発掘区の中央を南か ら北へ斜行する幅約 2.5mの 素掘 り溝で、北端で池状遺

構 S X 3520に 流れ こむ。 SX3520は 東西幅約 15mで あるが,南 北の大 きさはわ

か らない。 SK3512は 中央南端 にある土墳で北半部のみ検出 した。

7世紀代の遺構 には,小規模 な掘立柱建物 SB3470と 南北塀 SA3503が ある。

SB 3470は 桁行 5間 ,梁行 2間 の東西棟建物で,柱 間寸法は桁行 。梁行 ともに

2.25m等 間である。柱掘形 は一辺 60 cmと 小 さ く,直 径 15 cmほ どの柱痕跡があ

る。 この建物 も妻 中央柱のみ柱掘形 が浅 い。 SA3503は SA3500の 西約 5.6m

の位置を南北 に通 る掘立柱の塀で ,11間分 (各 柱間約 1.95m)を 確認 した。

これ らの遺構 は、この官衡 ブロックにおける藤原宮期の建物方位が国上方眼方

位 に対 して北で東に振れ るのに対 して,北で西 に振れている。また,SB 3300

と S B 3470の 柱掘形の重複関係か ら藤原宮期 よリー時期古 い遺構であ ることが

明確 にな っている。 SB 3470, SA3503と も柱掘形埋土 に藤原宮期及 びそれ以

降の遺物 を含まないことか ら,藤 原宮造営時あるいはそれ以前の遺構 と判断さ

れ る。 SA 3503の 西にある南北溝 SD 3504も 同時期の もので ある。
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その他の遺構

発掘区東半部で掘立柱塀 5条 を検出 し,そ の他にも多数 の上壊や小柱穴を発

見 したが,そ の時期や性格 を明 らかに しえない。

遺物

土器 と瓦が主なものであるが,出 土量がきわめて少な く,東方官衛地域に共

通する特徴 をもつ。土器 は古墳時代の遺構か ら布留式上器が,弥生時代の溝か

ら同時期の上器がまとまって出上 したほかは,藤 原宮期の ものが少量出土 した

にとどまる。瓦は藤原宮所用瓦が少量 出上 しただ けであるが,そ の中に軒丸瓦,

軒平瓦各 3点 が含まれ る。その他,円 面硯 1点 ,土馬 3点 , フイゴ羽 口 2点 ,

砥石 1点 ,弥生時代の石庖丁未製品 2点 な どがある。

まとめ

東一坊大路計画線宮内延長部は藤原宮造営後 も宮内道路 として生 きているこ

とが判明 し,そ の道路 SF 3499の 東側 にある塀 SA3500は その東方 ブロックの

西限 となっていると考 えられ る。 この官衡を区画する塀は今回初めて検出 した

もので あり,官衡の外構施設の一端が明 らか となった。東限の施設 は確認 され

ていないが,第 30次 調査で検出 した SB 2840ま で として も,第 30・ 35・ 38次 調

査区にまたがる東西約 130mの 規模 となる。また,官 衛を構成す る建物 も東か

らSB 2840(桁 行 12間・ 異行 2間 ,第 1図 A), SB 2841(桁 行H間・ 異行 2

間・床束 あり,第 1図 B),SB 3300(桁 行 9間 。異行 3間・総柱 ,第 1図 C)

の 3棟 の長大な東西棟の建物が南側柱筋をほばそろえて建 ち並ぶ という特徴 あ

る配置をもつ。 さらにこれ らの建物群 は西端にある南北棟 SB 3480(第 1図 D)

に連な って北 に折れ曲が りL字形の配置 となることも知れ る。また、各建物の

平面 も床や庇の有無を含めてそれぞれ異 な ってお り,建物 の使われ方が それぞ

れ違 っていたもの と考え られ る。

このよ うに,東方官行の 一ブロ ックの東西規模 と建物の配置状況の一部が明

らか とな ったが,全貌を掴むには至 ってはお らず,そ の究明が今後の課題 とな

っている。
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b 藤原宮第41次調査

(1984年 4月 ～10月 )

調査地は東西59m,南 北28mあ り,現 在 は水田である。調査地の層序 は,上

か ら耕土・床土・黄褐色粘質土 (地 山)と な り,西 半部 はその上 に茶褐色上が

一層 ある①また東半部の東南か ら西北 にかけて,黄 褐色粘質上の下層のバ ラス

混 り砂層が約 12mの 幅で川状を呈 している。検 出 した主な遺構 は藤原宮期,藤

原宮期以前,そ の他 に大別できる。

藤原宮期の遺構

掘立柱塀 SA363003631・ 3632・ 3633・ 3634,土壊 SK3668が ある。

SA3630は 声西塀で,西方で調査地外 に延び ,東方では L字状 に北へ折 れ ,

SA 3631と な り第 44次 調 査地 に延 び る。SA3630は 20間 分52m,SA 3631は

3間 分 8mを 検出 した。柱間寸法 は多少不揃 いだが 26m前 後である。掘形 は

東西 1.3m,南北 lm前後の長方形 を呈 しており,深 さは平均 0.9mであるが ,

西の方が深 い。三か所で柱根が残存 しており,現存径は太 いもので 29 clllあ る。

西か ら6番 目の柱掘形には柱の不等沈下防止用の板石があ った。柱抜取痕跡 の

あるものが若干み られ る。

SA3632は SA3630の 南 12.7mの ところに平行 してあ り,同 じく西方で調査

地外 に延 び,東方 はSA3630の 東端 とはぼ同 じ位置で L字状 に南に折れ, SA

3633と なり,調 査地外 に延 びる。 SA3632は 20間 分55m, SA 3633は 3間分 8

mを 検 出 した。柱間寸法 は 2.7m前 後である。柱掘形は東西 1.lm,南北 0.85

m前後の長方形で ,深 さ 0.6mあ り,SA3630の柱掘形 よ りやや小 さい。 SA

3632と SA3630と は柱筋が通 らない。 SA3632は柱抜取痕 のあるものがみ ら

れ,北方 に抜 き取 っているものが多い。

S A 3634は S A 3632の 南 1.5mの ところに平行 してあり,西 方 は調査地外 に

延 びるが,東端 は SA3633の す ぐ西で途切れている。19間 分50mを検出 した。

柱間寸法 はほば 2.6m前 後で SA 3630と 一致 し,柱筋 も大体通 っている。掘形

は東西 12m,南 北 0,9m前後の長方形で,深 さは 0.3m前後できわめて浅い。

3条 の塀の うち SA3632と SA3634は その距離か らみて共存 したもので はな
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く,一方は作 り替 えであろう。 SA3630と SA3634は 掘形の規模 が異 なるので

造営 に前後があることも考 え られ るが,柱間寸法が同 じで柱筋が通 るので,同

時に存在 していたとみ られ る。後に SA 3634に 代 るもの として SA3632・ 3633

が , SA3630・ 3631に対応する性格の塀 と して作 られたと推定 され る。

SK 3668は 東西 7m,南 北 5m,深 さ10 cmの 不整形な浅い土壊である。

藤原宮期以前の遺構

弥生時代の上壊 SK 3674と 古墳時代の角柱掘立柱建物 SB 3650, コ字形周溝

遺構 SX 3660,斜 行溝 SD 3651・ 3652・ 366303673,土墳 SK3661・ 3662・ 3669

および 7世紀代の上壊 SK3647が ある。

SK3674は 径 2.4mの 円形 を呈 し,深 さ lmあ る。畿内第 V様式の弥生式土

器が大量 に出上 し,そ の他 に砥石,自 然木が出上 した。

SB 3650は SA3630よ り古 い桁行 5間 (総 長 8.8m),梁 行 3間 (総 長 5,7

m)の 総柱東西棟建物で,建物方位は SA3630に 対 して東で北 に 11.5° 偏れて

いる。注 目され るのは,東西の妻中央部分の妻柱筋心 か ら約 20 cm外 側 にある 1

本の柱で,掘 形 も他 より特 に大 きい。 この柱 はその位置か らみて神社建築等 に

例のある棟持柱であると考えられる。

柱根が計 15本残存 していたが,す

べて断面長方形の角柱で,柱根の残

っていない掘形で も長方形 の柱痕跡

がみ られるものがある。柱 は棟持柱

だけが異行方向に長辺 を向けている

のに対 し,他の柱 はすべ て桁行方向

る  
に長辺を向けている。柱間寸法は不

揃 いで,果 行方向では 1.9m前 後 ,

桁行方向は 1,7m前 後である。柱掘

形は東西 に長 い不整方形を呈す るも
5m~4の

が多 く,規模 は,棟持柱では東が

第 4図  S B 3650遺構実測図 (1:200)
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あるのに対 し,そ れ以外 の柱は大 きくとも 1.0× 0。 9m程度である。柱 の平均

寸法 は,外側柱 と棟持柱が長辺45 cm,短辺 20 cmで あるが,内 側柱は長辺 39 cm,

短辺 17cmと やや小ぶ りである。棟持柱の残存高は東が65 cln,西 が64 cmで あるが,

それ 以外 の柱 は平 均 24 cmで ,掘形 もそれに従 って浅深があり,前者が深 く埋

め込 まれていたことがわかる。 これ らの角柱 はすべて ヒノキ製で ある。

SB 3650の 柱掘形の うち,南側柱筋の東 より 2番 目,北側柱筋の東よ り 2・

3・ 4番 目の掘形 には建物 の外側方向に長 さ 3～ 4.5m,幅 約 0.5mの細長 い

掘形が重複 している。 これは柱掘形 よ り後に掘 られている。 この うち北側の東

より 4番 目の掘形では柱 の西側 に接 して長辺 22 cm,短 辺 4 cmの 角材を柱の長辺

に方 向を揃えて立て,そ の下に板材を北方か ら入れ,板材の下 にさらに小板材

を 3枚 交差 させて入れてぃる。立てた材は高 さ 5 cmだ け残存 していた。南側の

東か ら 2番 目の掘形で は,柱 は残 っていないが ,そ の西隣の掘形 には長 い板材

が残存 している。 これ らはおそらく,建物が老朽化 した後,床 の沈下を防 ぐた

め柱に沿 って補助柱を立てた際の仕事ではないか と考え られ る。細長 い掘形が

すべて建物の外方 にあることは,建物が立 っている状態で ,そ の周囲か ら補修

を加 えたことを示す ものであろう。 この他 に東の棟持住の東方で も細長 い掘形

が あり,立 って いる材 を長 い板材で支 えているのがみ られ るが ,同 様の仕事で

あろう。ただ棟持柱 と lmの 間隔があ り,ど のような補修 を行な ったのか具体

的な ことは不 明である。 また南側柱筋の東 か ら3番 目の掘形では本来の柱の位

置に小板材を交差 させて置 いてお り,北側柱筋 の東端の掘形で も柱痕跡の直下

に小木片 8本 を敷 いた状態で置 いている。 これは本来の柱に対 しての仕事であ

り,掘 形 も重複 していないので,建物建設時に柱の高低を調節す るために行な

ったもので あろ う。

SB 3650の 上部構造 については不明で あるが,今 の ところ高床の建物の可能

性が考 え られ,掘 形の深 さの相違か らみると,棟持柱以外の柱は床 までであ っ

たことが推定 され る。

SB 3650の 時期については柱掘形内か ら布留式上器片が出上 し,そ れよ り新

しい遺物 がみ られない乙とか ら, 5世紀代 と考 え られ る。なお東棟持柱の掘形
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内か ら手斧のハツ リ屑が出土 した。

SX 3660は 幅 15m,深 さ 0.6mの 断面逆台形 の コ字形 に曲が る溝状遺構で

北面は 6m,西 面 は 7mで ,西面の南端 は浅 くなる。東面は土壊 SK3661と 井

戸 SE 3655に より南半が破壊 されている。布留式上器が出上 したが,性格 は不

明である。 SK3662は SK 3660の 内部 に後 に掘 られた南北 6m,東 西 2.6mの

長方形の上壊で,布 留式上器が出上 した。西北の斜行溝 SD 3673は やはり布留

式上器を含む溝で ある。他の斜行溝 SD3651・ 3652・ 3663,お よび SK3661・

3669は 6世 紀 前 半 の上器を含んていた。

SK3647は 南北 8.7m,東 西 4.2mの 長方形を呈 し,深 さ20 cmで ある。遺物

か ら7世紀後半の時期の上壊で あるとみ られ る。

その他の遺構

掘立柱建物 SB3635・ 3636・ 3637・ 3638,掘 立柱塀 SA 3639・ 364003641・

3642・ 3643・ 3645・ 3646,井 戸 SE 3655,土 壊 S K 3648・ 3666・ 3667・ 3676,

石組暗渠 SD 3670等 がある。

SB 3635は SA 3630よ り新 しく,桁行 4間 ,果行 2間 の南北棟で,桁行柱間

2.3m,梁 行柱間 21mで ある。南妻柱穴 は後世 に削平 を受けたためか検出で

きなか った。 SB 3636は 桁行 7間 ,果行 2間 の東西棟で,柱間は 2.5m前 後で

ある。 SB 3638は 果行 2間 ,桁行 3間 ～ 5間 の南北棟で,桁行柱間 1.4m,梁

行柱間 2.lmで ある。 これ らは柱掘形等の遺物か らみて平安 時代初期の建物で

あろう。 SB 3637は 桁行 4間 ,果行 2間の小規模な東西棟で, 柱根が 6か 所で残

っていた。 SA 3639は 建物 になる可能性 もある。 3個 の掘形全部に柱根が遺存 し

ていた。 この他は皆小規模 な塀で,SA3643・ 3645に は柱根 の残 るものがある。

時期 は SA3643が 奈良時代末～平安時代初期で ある以外 は不明である。

SE3655は 径 3mの 円形掘形を掘 り,中央 にさらに一辺 1.4mの 方形掘形を

掘 り下 げ,井戸枠を設置 した らしい。井戸枠 は残存 しないが,痕跡か ら丼戸本

体 は一辺 1.lmの 方形であることが知 られ る。遺構面か らの深 さは 1.2m, う

ち円形掘形の深 さは 0.8mで ある。井戸埋土 中か ら曲物,斎 串が出上 した。

SD 3670は 東西の石組暗渠で,両側石 1段 と蓋石があ り,底石はない。幅70
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cm,底面か ら蓋石上面 までは40 cmで ,約 4m分 を検 出 した。西は調査地外へ続

くが,東 は平安時代初期の南北溝 により壊 されており,そ の溝の東方では検 出

されなか った。 SD3670は SA3632の 柱掘形上を覆 う上の上に据 え られて いる

ので,藤 原宮期以後で平安初期以前の ものであろう。 SK 3648は SB3635よ り

新 しく,南 北 25m,東 西 2.5m,深 さ25 cmの 不整円形の上壊である。SK3666

・ 3667・ 3676は 中世 の上壊である。

遺物

藤原宮期の軒平瓦,軒 丸瓦のほか,土器類 は陶硯 ,

土馬 ,土錘 ,フ イゴ羽 口,緑釉陶器, SD 3670の 裏込

め土出上の須恵器 ミニチュア杯,お よび新羅土器 ,墨

書土器があり,こ の他にガ ラス小玉,砥石,石鏃 ,石

匙,滑石製石鍋,銭貨 (神 功開宝),木 簡がある。ま

た東半部のバ ラス混 り砂層か ら縄文時代前期の上器が

出上 した。墨書土器は SE 3655か ら出土 した黒色土器

A類椀で,底 部外面 に,「 FTR国 」「開口J「家」等 の

文字が記 されている。木簡 は SA3630の 掘形中か ら 3

点 ,SK3647か ら 1点 出上 したが,小片 または腐蝕の

甚だ しい もので,顕著な ものはなか った。

まとめ

宮内道路 SF 3499西 方の,L字 状 に曲が る長大 な塀 SA 3630～ 3633は ,そ の

位置か らみて内裏東方の官行を区画する塀であり, SA3630の 北 とSA3632の

南が官行内で あると考 え られる。ここに新 たに 2つ の官符 ブロックの存在が明

らか となった。南北両官行を区画する塀の間は東西道路 として機能 していたと

み られ, S F 3499と T字状 に交わ って いたのであろう。東西道路心か ら東面北

門心の西への延長上までは約90mあ り,こ れは東面北門 と東面中門間の距離の

ほば三分の一である。また北側官行 ブロックの北限が東面北門南端位置の西へ

の延長上付近 とすると,北側官衛区画の南北長は約80mに なる。官衛区画の東

西長 については,西限が内裏の東側 にある南北溝 SD105と すれ ば約 85mで あ

0                10Cm

第 5図 井戸 S E 3655

出土土器 (1:4)
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り,そ の東の S D 850ま で とすれば約70mと なる。いずれ にせよ北側官行 は方

形に近 いブロックであることが想定で きる。なお宮内南北道路 S F 3499よ り東

側の東方官衡の建物 は北で東に偏れ る傾向がみ られ るが,そ れよ り西側 にある

官衛区画の掘立柱塀 SA3500, SA3630・ 3631,SA3632・ 3633・ 3634は 北で

やや西 に偏れ ることを書き添えてお く。

SB 3650は 例 の少ない古墳時代の棟持柱 を持 ち角柱を用いた建物 として貴重

で ある。 この建物は高床 と推定 され ることか ら,倉庫 の可能性 もあるが断定で

きない。調査地西端の溝 SD3673は 方位が近似す るので関連が考 えられるか も

しれない。

C 藤原 宮 第 44次 調 査

(1984年 10月 ～ 1985年 4月 )

藤原宮第44次調査は,第 41次 調査区に北接する東西 2枚 の水田で実施 した。

前回 に判明 した官衛 ブロックの内部構造を究明 しよ うとするものである。

基本的な層序 は,耕土 と床上の下に灰褐色上 が全体的に堆積する。灰褐色土

中には染付片が含 まれ る。灰褐色土下の層序 は,東 西の水 田によ って若干異な

る。西側水田の東半分か ら東側水 田の西端 にかけては暗灰砂質上が堆積 し,平

安時代の上師器小皿等が含まれ る。南北方向,東西方向に縦横 に掘 られた耕作

用の小溝 はすべてこの灰褐色土か暗灰砂質土上面か ら掘 られている。東側水 田

は西端部分を除 き基本的には灰褐色上下で黄褐色系粘質砂や砂質粘上の地山に

なる。西側水 田では暗灰砂質上下には暗褐色土が全体的に広が る。暗褐色上の

堆積は西北方向に厚 く,南端では極めて薄いところがあ って暗灰砂質上下です ぐ

に黄色粘土系の地山 となるところもある。暗褐色土中には弥生式上器,古墳時

代の上器が包 含され,こ の上面が藤原宮期の遺構面 となって いる。 しか し,暗

褐色土上面で明瞭に確認できる遺構 は少 な く,全体的には極 めて遺構が識別 し

に くいため最終的には暗褐色土を完全 に除去 して遺構検出を行な った。調査区

全体の地山の状況 は大略西北部分を中心 に黄色系粘質砂土,西 南 は黄褐色系粘

土 ,中 央部北端 には黄色礫混 じり粘質砂土,南半分は灰色砂 もしくは褐色砂 ,
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東半部は黄褐色系粘質砂土 もしくは砂質粘土 とな っている。西北部で も下層 に

は ,灰 色 砂 が あ るので ,中 央部 の砂 は基 本 的 に調査区を斜めに横切 る大 き

な旧流路 と思われ る。

(1) 遺構 (第 3図 参照 )

今回の調査区は,極 めて多数 の柱穴,小穴,土壊が重複 してお り,出 土遺物

も弥生時代か ら平安時代 まで長期 に渡 るため,正確な建物の棟数 やそれぞれの

所属時期 については慎重 な検討 を必要 としている。 ここで は,比較的まとま り

もあり,時期の確定で きるものについて報告 する。主な遺構 は,掘立柱建物20,

掘立柱塀 15,溝 4,井戸 5,上壊 11な どがある。

第44次調査主要遣構一覧表
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遺 構 番 号 種  類
模規

総数間 長
柱 間 寸 法

SA 3631
SB 3850
SB 3851
SB 3852

SB 3853
SB 3854

SB 3855
SA 3856
SA 3857
SA 3860

SA 3861
SB 3888
SB 3889
SA 3890

SA 3891

SB 3895

SB 3896

SB 3897

SB 3898

SB 3899

SB 3900

SA 3901

SB 3910

SB 3911

SB 3912

SA 3913

南 北 塀
(45° )

南 北 棟

東 西 棟

東 西 塀

南 北 塀

東 西 棟

南 北 棟

東 西 棟

南 北 棟

南 北 棟

東 西 棟

南 北 塀

東 西 棟

東 西 棟

南 北 棟

東 西 塀

桁行  梁行

11間以上

3間 × 3間
3 × 3

4 × 3

(4)× 3

4 × 3

4 × 3

5

4

20以 上

3以 上

2以 上 × 2

2以 上 × 2

14以 上

10以 上

6 × 3

3 × 3

1以 上 × 3

2以 上 × 2

3以 上 × 3

14  × 2

11以上

7 × 2

3 × 2

3 × 2

7

桁行   梁行

29.lm以上

54m× 4_8m
54  × 48
60  × 50
(74) × 65

56  × 50

52  × 51

80
52
363以 上

65以 上

36以 上 × 52
42以 _上 × 42

25.1以 上

192以 上

106  × 53

53  × 48

265以上 × 47

53以 上 × 47

795 × 66

330  × 53

291以 上

147  × 36

4.8  × 30

56  × 34

10_5

桁行    梁行

265m
18 m.  16 m
18  , 16
15    ,  167_

閣 ,zO守 少♂

14    ,   167

13   ,   17

16

13

15   ,  18
1 6     ,    2 5

18    ,   26

21   ,  21
16 ・ 18
18 ・ 24

177   ,   177

177  ,   16

265   ,   235

265   ,   235

265   ,  18・ 32

235   ,   265

265

21

16

185

18

15

17
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藤原宮期の遺構

第41次調査で,内裏に東接する官行を70～ 80m四 方で とり囲む と予想 され る南

面東西塀 SA3630と 東面南北塀 SA3631の 一部がわかってお り,今回は南北塀

の北延長部 と官衛内部の建物の検出が期待 された。調査区東端では予想どおり,

南北塀を新たに 10間 分検出 し,さ らに北 に延 びることを確認 した。 この塀 は第

41次調査で検 出 した東西塀 SA3634の ような作 り替えは認 め られず,藤原宮期

全体 を通 じて存続 したと考え られ る。塀に囲まれた内狽1で 検出 した藤原宮期の

建物遺構 は 2時期に分 け られ る。

<A期 > 掘立柱建物 2棟 がある。調査区西寄 りで検出 した建物 SB3895は

桁行 6間 ,果 行 3間 の東西棟で,西妻 は調査区西壁断面 にかか って いる。ある

いはこねが間仕切 りで さらに建物が西に延 びる可能性 もあろう。建物 SB3896

は,桁行・ 梁行 とも 3間 の総柱建物である。両建物の柱間は 1.77m, 16m

と極 めて狭 く,ま た,時期 を直接確定す る遺物 も出土 していない。 しか しSB

3895の重複関係が後述の B期南北塀 SA 3901よ り古 く,溝 SD 3880や S B 3889

よりもあた らしいこと,柱掘形が大規模で規格的であること,ま た建物の方位

が外郭塀 SA 3630, SA3631の 方位 とよ く合致することなどか ら,藤原宮の時

期 と考えざるをえない。 2棟 の建物の位置か らみて官衛 ブロック内は細分 され

ずに使用 されていたよ ぅである。

<B期 > A期 の建物を徹去 し,配 置をまった く一新 して いる。掘立柱建物

4,南北塀 1を確認 した。東を区画する南北塀 SA3631は そのまま踏襲 され ,

新たに,南 北塀 SA3901が 内部 を仕切 る塀 として作 られている。11間 分を確認

したが,さ らに北へ と延 びている。南ではこの塀は官衛の 南 を画 す る東 西 塀

SA 3630の 東か ら17番 目の柱に取 り付 く。その位置は SA3631の 心か ら 41.3m

西である。 この塀 によ って官衝 内は少 な くとも東西 に三分 されることになる。

塀の西側の区画では建物 SB3897を 1棟確認 した。調査区外西方へ延 びるた

めその規模 は不明であるが,異行 3間 の東西棟 と考 えられ る。塀 の東側には 3

棟 の建物 を検 出 した。東西棟 SB3900は ,桁行 14間 ,果行 2間 の細長い建物で,

藤原宮官衡建物 の特徴 を備 えるものである。この東西棟 を中心に,西北 と東北
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にそれぞれ 1棟づつの南北棟がある。西北の建物 SB 3898は 桁行 2間 以上,果

行 2間 で,調 査区外北へ延 びるため規模 は不明である。東北の建物 SB 3899は ,

桁行 3間以上,梁行 3間 で調査区外北へ延びる。南妻の柱間は中央間が広 い。

B期 の建物 はすべて建物方位 がよ く揃 い,ほ ぼ方眼方位 に合致す るが,外郭

塀 SA3631や SA 3901と は方位 を異 にす る。塀 に対 しては北で東に振れており,

この点で は他の東方官衛の建物方位 と区画施設 との関係 に類似する。

古墳時代の遺構

調査区中央を方眼方位 に対 して45° の振れで斜行する溝 SD 3865と ,こ れに

2.5m離れて平行す る塀 SA3860が ある。塀は南端に近いところで途中 2間分

柱穴の欠ける部分があるが,全体 としては20間 分を検出 した。北東で はほば直

角に折れ曲が り, SA 3861と な り北西 に 3間 以上延び る。南西端 については,

第41次調査区へ延 びてい くが,南 にいくに従 って柱穴が浅 くな っているため ,

遺存 していなか った。tt SD3865も 同 じく南では遺存 していない。溝中よ り相

当量の上器が出上 してお り, 6世紀 後半 ～末に比定できる。塀 と溝の北西側で

は整然 と並ぶ建物 6棟 と塀 2条 を検出 した。北東の建物 SB 3850,次 のSB 3851

は,い ずれ も桁 行・ 果行 と も 3間 の建物 ,建物 SB 3852は 桁行 4間 ,異行 3

間の建物である。 この建物 はいずれ も塀 と約 4m離 れて平行 に建 ち,隣棟間隔

もほば等距離 に取 っている。建物 S B 3852の 南西にさらに 1棟 の建物 SB 3853

があるが,調 査区外へ延 びるため,正確 な規模 はわか らない。桁行方 向を塀 に

直交 させて 4間 とみれば,前 の 3棟 の側柱 と妻柱筋が揃 う。 乙の建物の北西方

向に,桁行方向を塀に直交させて桁行 4間 ,異行 3間 の建物 SB3854が ある。SB

3854と S B 3853は 北東側柱筋 を揃えて いる。 これ らの 5棟 とは北西 にやや離

れた位置 に S B 3855が ある。桁行 4間,梁行 3間 の同規模の建物で,西 南 と東

南 にそれぞれ短 い塀 SA 3856・ SA3857が あって,目 隠 しの役 目を している。

以上の配置か らみるとおそらく塀 SA 3860も西南では曲がり, 6棟の建物 をと

り囲むので あろ う。 これ ら建物 の柱掘形の規模は建物間や同 じ建物内で も大小が

あって不揃 いで,柱 間寸法はいずれ も 1.8m前 後 と,狭 いのが特徴で ある。

その他古墳時代の遺構 としては調査区東寄 りにある 4基の土壊 SK3869,SK
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3870,SK 3871, SK 3872が ある。 4基 の上墳 は互 いに重複 しているが, 5

世紀後半か ら 6世紀中頃の上器が出土 している。

7世紀代の遺構

調査区西端 にある南北溝 SD3880は 途中で鍵の手 に屈折する曲溝で,南北 と

も調査区外 に延 びている。北 に行 くに従 って深 くな ってお り,南端で はほとん

ど痕跡程度である。第41次 調査区では遺存 していなかった。 この溝 は出土遺物

か らみて 7世紀後半,土器編年で いえば飛鳥 Ⅲ期に相当する。

重複関係か らこの溝 より新 しく,藤 原宮A期 の建物 SB 3895よ りも古い東西

棟建物 SB 3889と その北 に南北棟 SB3888が ある。 S B 3888は ,調 査区外へ延

びる南北棟で,桁行 2間 以上,果行 2間 である。 SB 3889も 同 じく調査区外へ

伸びる東西棟で,桁行 2間 以上 ,果行 2間 で ある。 この建物を囲むよ うに東西

塀 SA3890,南 北塀 SA3891の 2条 の塀 がある。東西塀 は14間 分を確認したが,

調査区外西へつづ いている。南北塀は 10間 分を確認 したが,同 じく調査区外北

へ延びている。 この 2つ の塀の交点 にある柱穴が藤原宮 B期 の東西棟の柱穴 と

重複 し,こ れよ りも古 いことを確認 しているが,こ れだけでは藤原宮 A期 の建

物 との関係はわか らない。 しか し,藤原宮 A期 の建物 は 2棟 とも,大規模で規

格のそろった柱穴であるのに対 し,こ の塀 は,柱穴の大 きさも柱間間隔 も不揃

いである点で,む しろ前 2棟 との類似性が高 く, この両者を同時期 と考 えた。

調査区東北隅の大土娯 SK3885か らは 7世紀後半の土器が出上 している。

平安時代の遺構

出土遺物,重複関係などか ら平安時代に属す る遺構がある。建物 3,塀 1,

井戸 2が ある。調査区西南 にある東西棟 SB3910は ,桁 行 7間 ,梁 行 2間 の ,

この時期の建物 と しては大規模 なものである。北西にある東西塀 SA3913は 7

間分を検出 した。 2基 の井戸の うち北側の SE3914は ,一辺 2,4mの 掘形,本

体の大 きさ方 0.85甲 の規 模である。 隅木を立ててその後 に縦板 を一辺に 4枚

たてるもので,そ の固定のために横桟 を入れている。横桟は最下段が残 ってい

た。横桟の下は大 きさを狭 めて横板 2枚 を重ねている。現状での井戸底 までの

深 さは lmと 極 めて浅 い。出土遺物 は少 な く,土 師器の他,斎 串 2本があった。
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もうひ とつの井戸 SE3915は ,掘 形の大 きさが東西 25,南 北 3.Omで ,井戸

本体は方 1.lmの規模である。隅木がな く縦板組で横桟を組んで補強 している。

縦板は一辺 4枚で ある。井戸底 は同 じく浅 く0.8mで あ った。出土遺物は多 く,

土師器,須恵器,瓦 ,曲物 ,櫛 などがある①いずれの井戸 も出土遺物等 によ り

平安時代初期 と考 え られ る。

これ らの遺構の他 に建物 2棟 SB3911, SB3912を この前後の時期と考えた。

両建 物 と も時 期 の決 め手 を欠 くが ,柱 穴 の規模 と建物配置関係か ら平安時

代の遺構 と考 え られる。 とすれば建物,塀 ,井 戸がセ ッ トとな った配置 とみ る

ことが可能である。

その他の遺構

調査区西南端で検 出 した井戸 SE3874は ,径 1.5m,深 さ 1.5mの 素掘 りの

井戸で,弥生式上器第 V様式のほば完形 の高杯,壺 などが一括出上 した。また,

調査区東南の上壊 SK3676あ るいは井戸 SE 3916・ SE3917は ,いず れも平安

末～中世の もの と考 え られ る。最初 にも述べたよ うに,こ れ らの遺構以外 に多

数の小柱穴 ,小穴,土 壊類が あるが,い ずれ も時期の決 め手を欠き,建物 とし

てまとめ るにもまだ検討 を必要 としているので ここで は省略す る。

(2) 遺物

遺物 は小量の瓦 と土器類,木製品,銅 釘などであ り,顕者な ものはない。瓦

は,藤原宮式軒平瓦 6641 Ab・ 6643新・ 6646B,軒 丸瓦 6273Cが各 1点ある。

丸 。平瓦類 もご く少量である。土器は,藤原宮期の ものは極めて少 な く,弥生・

・ 古墳 。平安時代の ものが多 い。弥生土器 は井戸 S E 3874か ら一括出上 し,そ

の他,須恵器,上師器,黒色土器,瓦器などがある。木製品は井戸 SE3914・

SE 3915か ら出土 した。

(3)ま とめ

今回の調査で は,い くつかの重要 な成果が得 られた。その第 1は 藤原宮の官

衛配置に 2時 期の変遷が存在す ることが判明 したことである。 これまで も内裏

地域や西方官衡地域で 2～ 3期 の建て替 えや改造のあることは確認 しているが ,

官行の配置その ものを大幅に変更 している例を確認 したのは初めてである。 C
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の官行 ブロックは内裏 のす ぐ東 に隣接す る重要 な場所で ,70～ 80m四 方の敷地を

占めて いるが,A期 にはこの中をとくに区分す ることもな く使用 していたこと

を示 している。 しか し, B期 で は 南北塀 SA3901が あって明 らかに敷地を東

西に三分 して,全 く異なった官衝配置に替 えている。藤原宮存続期間がわずか

16年 であることを考慮すれば, この改作は極めて画期的なことで,そ の契機を

求めるとすれば遷都後 6年 して発布 された大宝律令が想起 され る。大宝律令は,

法律,機構,制 度のすべてにわたって律令体制 の完成をめざ した法令である。

役所や官人 の ランクづ け,組織 の統率関係や組織分担 の明確化,な ど官衡機構

の整備充実 をはか ったもので,奈

良時代 の中枢機構である二官八省

をは じめ とする行政機構 はこの法

令 によって整えられた。 A・ B2

時期の変遷 は,官 行の細分充実を

示す もので ,大 宝律令 に伴 う機構

改革の内容 とも符合 し,極 めて重

要 な問題 を提起 して いるといえよ

う。 またこの仮説が認め られ る と

するな らば,宮 殿・ 官行の変遷を

考える際,掘 立柱建物の耐用年数

といった技術的な事情 とは別に ,

政治的な理由を もって極めて短期

間 の うちに改作が行なわれること

を示す点で も重要であろ う①

第 2の 成果 は, 6世紀後半の居

宅資料に新 しい一例を加 えたこと

である。第41次調査でみつか った

棟持柱を もつ建物 に関連する時期

の遺構 は検出 されなか ったが,今

藤原宮 A lul選 構

仁______可 __―――――,一―――――三lm

S83898                    S8389g

SA390'                     SA363

持

鮮
9'

SA3630

|

第 6図 第 41。 44次調査遺構 (藤原宮A・ B期 )

SB3895                             sASS31

藤原宮 B期 道構
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第 7図 第 41・ 44次調査

遺構時期別変遷図 (1:2000)

回の例 は約 50mの塀 と溝 とに区画 された内側 に ,

ほぼ同規模 の倉庫風建物を計画的に配置するもの

で,一般 の集落 とは見な しが たい。近年の調査例

である兵庫県松野遺跡 と比べ たとき,塀 と溝で囲

まれ る点では類似するが,中 の建物の計画性 の高

さと棟数が本例の方 が多 いこと,か といって和歌

山県鳴滝遺跡 のように大規模 な倉庫 が密接 して連

立す るような配置 とも異 なっていることなどから,

両者 とは性格 を異 に しているよ うで ある。む しろ

ごく最近調査 された平城京 左京八条一坊二・三坪

の下層の建物群 の配置により近 いと言えよ う。 い

ずれに しても豪族 の居宅 もしくは屯倉等 の公的施

設 に関連する可能性が高い。

第 3の 成果 は, 7世紀後半の藤原宮造営直前の

宅地 の一部がわか ってきたことである。今回検出

できたのは塀の一部 とこれに囲まれた建物 2棟 で

あるが ,区画を もった敷地を確認 したことの意義

は大 きい。 7世紀代 における政治的中心地であ っ

た飛鳥盆地では,宮殿 ,寺 院がひ しめ く中,一般

農民,諸豪族 らの居住地が後の藤原宮域 を含めた

周辺 に広が っていた可能性 についてはすでに指摘

されてお り,こ れ らの問題 を具体的に解明 して い

く手掛 りが加 え られたといえる。

第 4の 成果 は,平安時代初期の比較的まとま り

のある建物配置を確認 したことである。 とくに第

41次調査区での成果 と合わせて考 えたとき,桁行

7間 の大 きな建物を中心 に整然 と配置す る形式は,

近年初期庄園遺構 と して注 目されている北陸の諸
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遺跡等 にみ られ る配置 と類似 しており,庄 園関連遺跡である可能性を示唆 して

いる。 この点で注 目されるのは,藤原宮第37次 の宮西北隅の調査で出土 した庄

園関係木簡の記載で ある。 この木簡は,庄園の管理所 が扱 った物資を克明に記

載 した出納簿であるが,そ の中に記 された「宮所庄」という庄園の存在が注 目

されるので ある。藤原宮大極殿の東方,今調査地の南方 には今 も「宮所 Jの小

字名が残 っており,そ れとの関連性が注目されてきたところである。藤原宮域

内には文献か ら知 られるところで も複数の平安時代の庄園の所在が確められる

し,ま た「宮所庄」のように,従来の文献にみえない小規模庄園がかっての宮域内

外にいくつか存在することも想定できるようになってきた。本遺構 もそれらの

庄所の一つに関連 させて理解することができよう。今後の検討課題 としておき

たい。

以上 今 回 の調査 によ って,本調 査地 は藤 原宮 期だ けで な く古墳 時代 か ら各 時

代 を通 して重要 な地域 で あ った ことが 明 らか にな った点 で大 きな成果があった。

藤原宮その他の調査概要

a 西方官衛地域の調査 (第 37-17次 )

(1983年 12月 )

この調査は住宅建設 に伴 う事前調査 として,橿原市縄手町で行な った。調査

地は藤原宮内裏推定地の西約 250mに あり,藤原宮西方官衛地域 の北側部分 に

位置す る。調査は,東西 2m,南 北 6mの 範囲を対象 とした。調査区の基本的層

序は上か ら造成上,水 田耕土,暗褐色土,褐色砂質上で,遺構は褐色砂質土上

面で沼状の落ち込みを検 出 した。また, この沼状落ち込みを切 り込 んだ幅約 25

cmの 南北溝 2条 がある。出土遺物か らみて,沼 状落 ち込み,南北溝 はいずれ も

中世以降の所産である。当初の検出目的で ある藤原宮期の遺構 は,すでに削平

され たもの と判断 され る。
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b 東方官衡地域の調査 (第 41-8次 )

(1984年 8月 )

この調査 は,農小屋改築工事に先立 って橿原市高殿町で行な った。調査地は

藤原宮大極殿 の東約 150mに 位置す る。東西 4.5m,南 北 25mの 範囲を対象

として調査 を実施 した。調査区の上層層序 は厚 さ約 35 cmの 造成上が あり,そ の

下に旧水田耕土,灰 褐色粘質上がある。遺構検 出面は, この下 の黄褐色粘質土

上面で,現 地表か らはおおよそ lmほ ど下で ある。

検出 した遺構には,大小の柱穴がある。藤原宮期の もの と考 え られ る 柱 穴

S X 3845・ 3846は いずれも方 0,9mの 掘形を してお り,各 々 1間分 (柱 間 2.4m)

を検出 した。遺構の性格 については,建 物 あるいは塀の一部 と考 えられ るが調

査範囲の制約 もあ り,不 明で ある。また,中 世の時期の柱穴 には柱根が残 って

いた。

今回の調査範囲は小面積であったが藤原宮期 と推定 される遺構 が検 出 されて

お り,今後 この地域での調査が大 いに期待 されよ う。

c 西方官行地域 の調査 (第 41-12次 )

(1984年 11月 )

この調査 は橿原市飛騨町 において,住宅新築工事 と地区道路新設工事 に先立

って実施 したものである。調査地 は,か って藤原宮の南面内濠 (SD 502)が検

出 された藤原宮第 19-2次 (概 報 7),第 29-6次 (概 報11)調査地区の北に

近接 してお り,藤原宮の西方官衛地区 にあたる。調査 は 3ケ 所の調査区 (東 か

ら東西28 cm× 南北 3m,東 西 2.5m× 南北 8m,東 西 3m× 南北16m)を 設け

て行なった。土層層序 は 3ケ 所 ともほぼ同 じで,上 か ら水田耕土 ,黄灰粘質土 ,

灰色 砂 ,暗 茶褐 色 粘 質上 の順である。遺構検出面 は暗茶褐色土上面で あり,

この層 は弥生時代の遺物包含層で もある。

遺構は中世の ものと考 え られ る東西小溝数条 と小穴を検 出 したにとどま り,

藤原宮期の遺構は遺存 していなか った。
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右京二条三坊・三条三坊の調査 (第 39・ 43次 )

(第39次 ,1984年 1月 ～4月 ,第 43次 i1984年 6月 ～8月 )

この調査 は国道 165号 線橿 原バ イパ スの建設 工事 に伴 う発掘調査 で あ り,同
バ イパ ス関連 の調 査 と して は第 4次・ 第 6次 目にあたる。

今 回 は藤 原宮第 25次調 査地 (概 報 10)の 北側 に続 く縄 手,醍 醐地 内か ら国鉄

桜井線 に至 る延 長 300mの 区間 が対象 とな った。藤原宮 の条坊 呼称 に したが う

と,右京二条三坊東南坪 と二条三坊東北坪 に相当 し,各坪の中軸線 の東側を南

北に貫通す る道路予定地の西半部 に調査区を設定 した。なお,南 半を第 39次 ,

北半 を第43次 として三度 にわた って調査を行 なったが, ここでは一括 して概要

を述べ ることにす る。

調査地の層序 は,耕土,床 土,暗茶褐色土.黒 褐色土,黄褐色粘上の順であ

る。黒褐色土は弥生式土器 の包含層であり, この上面で藤原京関連 の遺構 を検

出 している。黄褐色粘土 は地山であ り,一部の遺構 はこの地山上で検 出 した。

検出 した主な遺構 は古墳時代,藤原宮期 ～中世の各期にわた っている。

藤原宮期の遺構

二条 大路 ,掘 立柱 建物 13棟 ,塀 6条 ,溝 2条 ,土 壊 な どが あ る。

二条大路 SF 3200は 道路幅 152mあ り,両側溝を伴 う。北側溝 SD3567は 幅

1.Om,深 さ 02mで ,南 側溝 SD 3565は 幅 0,9m,深 さ 0.2mで ある。両側

溝間の心 々距離 は 16.2mあ る。なお,両 側溝 には杭穴 とみ られる小穴が多数認

め られた。 この他に条坊関係の遺構 として溝 SD3793・ SD3540が あ る。 東西

溝 SD3793は 調査区の北端 か ら南へ35mの ところに位置 し,幅 04mで 藤原宮期

の浅い土壊状の広が りを切 って掘削 してお り,二条条間路北側溝の可能性が高

い。 SD 3540は 調査区の南端 にある東西溝である。新 しい溝 によって南側 が壊

されてお り,現存で幅 1lm,深 さ 0.2mあ る。その位置か らみて三条条 間路

の北側溝 と半1断 され る。

二条三坊東南坪の遺構 には掘立柱建物 8棟 と塀 4条 がある。坪のほぼ中央 に

ある SB 3590は 桁行 7間 ,梁行 4間 の南北棟東西庇付建物で,建物の北半部 は
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第10図  S B 3590周辺調査遺構配置図 (1:300)

中世の上墳 S K 3761に よ って壊 され

ていたが,身舎部分の柱掘形 3個 と

柱痕跡 1が確認 された。柱間寸法 は

桁行 2.65m,異行は身舎部分が 2.65

m,東 庇 3.5m,西庇 32mで ある。

S B 3590の 西 側柱 と一 部重複 して

これより古い南北方向柱列 6間 分 を

検 出 している。各柱間は北か ら 4間

までが各 3.Om, 5・ 6間が各 2.7

mあ り,柱掘形の形状 と埋上の差 な

どか ら,梁行 3間 の東西棟建物 SB

3595と 果行 2間 の東 西棟建 物 SB

3580を 想定 した。 坪の南半部にあ

る S B 3572は 異行 2間 (柱間 23m),

桁行 3間 (柱 間 2.3m)以 上の東西

棟建物である。塀 4条 の うち, SA

3581は S B 3580の 東妻 にとりつ く

東西塀で, 3間分 を検 出 している。

柱間は 2.5m等間である。 なお,同

位置にあるS A 3582は S B 3580の 廃

絶後に設 け られた東西塀で,柱 間は

2.lm等 間であり, 4間分 を検 出 し

ている。SA3585は 3間 (柱 間 2.4

m)の 南北塀であ り,SA3581,SA

3582と の切 り合い関係 はないが,埋

上の差か らSA3582よ り新 しい可能

性が高い。SA3575は 坪の四等分線

上 に近い位置にある東西塀で 3間 分
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(柱 間 2.6m)を 検 出 した。

S X 3570は 二条大路北側溝 の北 4.5mの ところにあ る幅 4.5m,深 さ 3 cm程

の浅 い溝状の遺構で,藤原宮期の上器 を出上 してお り,道路 と宅地 を しきる区

画溝 とも考え られ る。

坪の北半部には建物 4棟 と土壊 1が ある。なお,北半部については後世の削

平が著 しく,柱掘形は下底部 を僅かに残す程度であった。建物はいずれ も東西

棟 とみ られ,妻柱 を確認できたのは 1棟 のみである。 S B 3765は S B 3590の 北

8.4mの位置にあ り,桁行 4間 以上で,柱 間は 2.1～ 2.4mと やや不揃 いであ

る。異行総長 は 4.5mで ある。 S B 3765の 北に接 してあるS B 3760は 身舎の桁

行 2.6m,果 行 2.Omで ,南 に 2.2mの 庇 をもつ桁行 3間 以上の東西棟建物で

ある。 SB3760の 北 6mに あるSB 3770は ,桁行 3間 以上 ,梁 行 2間 の東西棟

建物で,北半部で唯一妻柱 を検 出 した建物である。柱間は桁行 2.Om,梁 行 22

mで ある。 SB 3775は 柱穴が削平 されているが,桁行 4間 以上の東西棟建物で ,

柱間は桁行 2.2m・ 梁行 1,7mで ある。北半部の建物間には 直 接 の切 り合 い

関係 は認め られないが,S B 3760・ 3765は 側柱 心 々で棟 間 間隔が 1.6mと 近

接 していることと,柱筋が異 なることか ら,時期を異 に しているとみ られ る。

他の建物配置 との関係か ら,最低 2時期に分つことがで きよ う。 S K3790は 浅

い土壊で藤原宮期の上器を少量検 出 した。 S K 3790は 二条条間路北側溝 と考え

られ るS D 3793に 切 られている。 SD3793よ り北側ではこの時期の遺構 は検出

されていない。

三条三坊東北坪の遺構 には掘立柱建物 5棟 ,溝 1条 ,塀 3条 などがある。

SB 3545は 坪の南端近 くにある桁行 6間 の南北棟建 物 で ,西 側 柱筋 の み を

検 出 した。柱間は 2.Omの 等間で,中 央 の柱掘形には直径 20 cmの 柱根があ り,

北端 の掘形を除 く各掘形の柱位置には板石 を敷 き込んでいる。 この建物の北に

は東西方 向の塀 SA 3551(柱 間 1,9m)が あ り,さ らにこれに接 して東西棟建

物 SB3550が ある。桁行 1間 のみ しか検 出 していないが,梁行総長は 4.5mで

ある。 SB3555は 桁行 2間 以上,果行 2間 の総柱建物で,異行柱間は 2.lmで

ある。 SB3561は 坪の南北三分割線上 にある建物である。桁行 3間 以上の東西
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棟建物で,直 径 15 cmの 柱根が 2ケ 所で遺存 している。

溝 SD3560は 幅 lm前後,深 さ 0.2mの 東西溝で,藤 原宮期の上器が出土 し

ている。二条大路南側溝心 との心々距離 は64mあ る。 SD3560は 二条大路南側

溝 と二条条間路北側溝間の心々距離の三分の一 (605m=173尺 )よ り4m程

南に位置す るが,溝 の南側には塀 SA3559が あ り,こ の組み合わせは三条条間

路北側溝 SD 3540と その北側の SA 3542(柱 間 2.lm)と の関係 と相似す るこ

とか ら, SD3560は 坪の南北 を三分す る区画溝である可能性が高い。 なお SA

3542は 同じ位置で SA3543に つ くりかえ られ る。

平安時代の遺構

この時期 に属す る遺構 としては建物 4棟 がある。 とくにまとまった配置はな

いが,い ずれ も建物方位が北に対 して,東 あるいは西に 6° 内外の振れがある

ことが共通 している。 SB3554は 桁行 3間 の南北棟建物で,果行柱間は18m,

桁行柱間は中央間が 1.5m,両脇間が 2.lmで ある。 SB 3553は SB3554の 廃

絶後につ くられた 1間 四方 (柱 間 21m)の 小建物である。 SB3563は 桁行 3

間,果行 2間 (柱 間 1.8m)の 南北棟建物であ り,桁行柱間は S B 3554と 同様

に中央間が 13mと 狭 く,両 脇間が 1.5mと やや広 い。 SB3578は 妻柱 を検 出

していないが,桁行 3間 の南北棟 と考え られ る建物で,方位 は北で西に振れて

いる。桁行柱間は 1.5～ 1.7mと 不揃いで,総長は 5mあ る。

中世の遺構

調査区南半部では井戸 1基 ,建 物 2棟 を検出 した。井戸 SE 3573は 径 1.3m,

深 さ lmの 円形掘形 を持 ち,中 央に曲物を抜取 った とみ られ る痕 跡 が あ り,

抜取痕跡か ら瓦器,刀 子 1が 出土 した。井戸屋形 SB3574は ,桁行 1間 (39

m),梁 行 1間 (3.Om)の 規模で,西南隅には径 10 cmの 柱根が残 っている。

S B 3562は 桁行 1間 (3.3m),異 行 1間 (2.lm)の 小建物である。

北半部には建物 4棟 ,溝 5条 ,石組井戸 2基 ,土損がある。 SB3771は 南 と

北に庇 を持つ桁行 2間以上,梁行 4間 の東西棟建物で,柱 間は身舎 の桁行 2.1

m,果 行 20m,北 庇 の出 1.5m,南庇の出 2.lmで ある。 SB3771の 柱穴に

は柱根 を残す ものがある。 SB 3773は 桁行 3間 以上,梁 行 2間 の東西棟建物で
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第11図 右京二条二坊。三条三坊・三条三坊周辺図 (1:
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西か ら 1間 目には間仕切 りがある。柱間は桁行 2.lm,梁 行 1.8mで ある。

SB3781は桁行 3間 以上,梁行 2間 の東西棟建物で,西 か ら 1間 目に間仕切 り

をもち,桁行・ 異行 ともに 22mで ある。土壊・ 溝か らは多量 の瓦器・ 土師器

が出上 し,溝 SD3785か らは漆器椀が出上 した。

古墳時代の遺構

南半部には古墳時代中期の竪穴式住居 2棟 がある。いずれ も方形 とみ られ ,

SB 3577は 一辺が 2.9mで ,深 さ10 cmあ り,小型丸底壺が出土 している。 SB

3579は 一辺が 3.6m,深 さ 7 cm前後である。 なお,柱痕跡 はなか った。

遺物

藤原宮期の各遺構か らは少量 の上器が出土 してい るが,ま とまったものはな

か った。瓦類 は藤原宮式軒瓦 2点 が中世の溝,土壊か ら出上 している。また ,

布留式上器が北半部の上壊 SK3780で 出上 している。

まとめ

藤原宮の西に接す る地域では 165号線バ イパ スに伴 う 1～ 5次の調査により,

四条条間路以北か ら二条条間路の間で ,東 西方向の条坊 と西三坊坊間路が検出

されている。そこで これまで藤原宮の西辺部の調査によって検 出 した条坊遺構

と今回検 出 した遺構 とを合わせてみ ると,右 京二条三坊東南坪・ 三条三坊東北

坪 は第 H図 のよ うに大略の復原 を行 なうことがで きる。

二条三坊東南坪 の調査区は,坪 の南北方向三分割線の東約30mお よび西二坊

大路の西約30mに 位置 し,そ こは坪 の東西の四分の一の付近 にあたる。同坪 内

で検 出 した建物は 8棟 におよび,建物相互の切 り合い関係 ,配置関係か らみる

と,最低二時期に分 けることが可能である。古い時期の東西棟建物 SB 3595は

東妻の梁行 3間 を検出 したにすぎないが,さ らに北に 1間 のびて庇 を想定す る

と,北 の側柱筋 は東西方向の中軸線 にほぼ合致す ることになる。 SB3595は ,

前殿 と想定できるS B 3580と あわせて,宅地内の中心的な建物であると考え ら

れ る。 なお SB 3580・ 3595の 東妻は南北中軸線か ら東約20mに位置す る。

新 しい時期 にな って も,引 き続 き同区域 に大規模 な建物が造営 されている。

東西両面に庇 を有す る南北棟建物 SB 3590は 桁行のほぼ中央が,坪 の東西方 向
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の中軸線 に合致 し,占 地的にみて も,宅 地内の中心的な建物群の一画 を形成 し

ていたことが推定できる。

上記のよ うに新旧二時期 ともに,坪の中軸線上に中心的な複数の建物が存在

す ることか ら,右京二条三坊東南坪 は,二時期 にわたって南北に 2分割 され る

ことはな く,一連の宅地割 りであ ったことが推定できる。 さ らに,中 心的建物

の坪 内の位置か ら考え ると東西に も分割 されていなか ったよ うであ り,一坪 を

占地 した宅地であったと推定 して も大過 はなかろ う。tt SA3575は その位置が

坪の南か ら四分の一 にあたるが,小規模であることか らみ ると,宅地割の境界

と考え るよりはむ しろ宅地内を区画す る施設 と考え ることができよ う。

つぎに三条三坊東北坪では発掘面積 も狭 く,建 物配置 も二条三坊東南坪 よ りも,

さらに不明確 である。 しか し,東西方向の坪三分割線上には柱間 7尺 の小規模

な東西棟建物 S B 3561が 建つ。 tt SA3551は坪の南を画する塀 SA3542の 北約

25mに位置 し,宅 地内の区画施設 と考え られる。塀 SA3559は 東西二分割線の

約 5m南 に位置 し,北側に溝 SD3560を 伴 っている。 この塀 は坪を南北に三分

す る施設である可能性 もある。三条条間路北側溝 SD 3540の 北 15mに は東西

塀 SA 3542が 存在 し, この塀 は坪 の外周 を区画す る塀 と推定 される。藤原京 内

ではすで に第 17次・ 19次調査 (概 報 6・ 7)等で同様な遺構 を検 出 しているが

明確 な遺構がないことの方が多い。宅地 を外側 と区画 しないで使用す るとい う

ことは考えがたく,掘 立柱塀がない場合には,築地塀 などの施設が考え られよ

う。

今回の調査 は道路敷内の限 られた範囲で しか行なってはいないが,右京二条

三坊東南坪 内における一町の宅地割が想定で きる結果を得 たことは多大 な成果

であるといえよ う。

藤原京 内の宅地の実態を解明す る作業 は,開 発の進展 ともか らんで急務であ

る。 しか し,い まだ坪内宅地を大規模 に発掘調査 した例 は少 な く,宅 地内の様

相については,ま だ不明な ところが多い。今回の調査で検 出 した二時期にわた

る大規模 な建物は,今後,藤原京内の宅地のあ り方 を考え るうえで重要な資料

となるものである。
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右京七条一坊 (日 高山)の 調査 (第 40次 )

(1984年 3月 ～ 4月 )

今回の調査 は,橿原市市営住宅の改築工事に伴 う事前調査 として実施 した。

調査地は,藤原宮朱雀門南方 に位置す る小 さな丘 , 日高山の上にあ り,藤原京

条坊では右京七条一坊東南坪 にあたる。発掘総面積 は約 870雷で,調査の結果 ,

墳丘 を失 った古墳 1基 (日 高山一号墳)を検 出 した。

調査対象地は現在運動場で,北北西に舌状に延 びる日高山の支尾根 の頂部 を

削 り,東側の谷を埋めたてて造成 されている。調査区東半では,遺構の存在 は

認め られなか った。一方,調 査区西部に地山 (花 南岩風化土)上 に溝状 を呈す

る部分があ り,円 筒埴輪が見つか った。周囲の地形 は全 く平坦 に削 られていた

ため,円筒埴輪の並 びを探 る方法で,古 墳の概要を把握す るに至 った。

遺構

検 出 した遺構 は,墳丘 を囲む幅 4～ 6mの 周涅状の溝で,深 さ90 cm前 後が残

存 していた。墳丘本体 は後世の削平で完全に失われてい る。 違は外周で一辺が

23～ 24m,内 周で 16～ 17mの ほぼ正方形 を呈 し,東辺 を除 く三つの辺 を確認 し

た。東辺 は東向きの斜面沿 いにそぎ落 とす形の大規模 な削平 で墳 丘 と同 時に

破壊 されてお り,こ の上には炭化物を多 く含む土層が堆積 していた。

古墳 は,尾根の東向き斜面の頂部付近にあ って,漫 は幾分東に向か って低 く

なるものの,ほ ば底部が水平になるよ うに作 り出されている。注部 には約 25

mの 間隔で円筒埴輪が一列に配置 されていた。円筒埴輪の数は一辺 につき8本 ,

各辺が隅の 1本 を共有す るので合計28本 が立て られていたと考え られ,こ の う

ち12本 が原位置で発見 され た。蓋形埴輪 (き ぬがさが たはにわ)は 2本 あ り,

墳丘西辺の南 ,南 辺の東で,そ れぞれ隅か ら 2本 目の円筒埴輪 に寄 り添 うよう

な状態で出上 した。 また,小型の鶏形埴輪が西辺北部で,大型の鶏形埴輪が ,

西北隅で出土 し,大型の鶏形埴輪以外はほぼ原位置を保 って発見 された。 この

埴輪の年代か ら古墳の造営時期 は 5世紀中葉 と判断 され た。

この注は,古墳築成後間 もな く埋 まり始めている。 この Cと は古墳 を巡 る円
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SK01

lom        SK02

第12図 第40次調査遺構 (日高山一号墳)配置図 (1:300)  ｀

(Oは円筒埴輪,0は鶏形埴輪,▲は蓋形埴輪)

筒埴輪の多 くが,か なり良好な保存状態で埋ま っていたことや,違 を埋立てた

土に, 6世紀初頭の埴輪がかな りの量含 まれていることか ら,判断で きる。更

に,こ の追埋土 を切 った幾つかの土装が検 出され,須恵器・ 土師器の完形品が

それぞれまとまって出上 している。上層の状況か ら,古墳の削平が行なわれ た

のは,こ れ ら土壊が造 られ た時期か らそ う遅 くはない時点である可能性が強い。

遺物

日高山一号墳に関連 した遺物 としては,周 囲に立て られた円筒埴輪がある。

円筒埴輪 はいずれ も高 さ45 cn,下底部径16～ 18 cmで , 3条 の突帯 をもち,上 か

ら 2段 目の区画に 2つ の円孔 をうがつ。外面 には横方向の刷毛 目がつき,内 面

は口縁付近だけに刷毛 目がある。成形の特徴及 び焼成時に黒斑がつくことから,

年代 は 5世紀中葉 と推定 され,当 然 これが一号墳の時期 を示す ことになる。円

筒埴輪 には口縁部外面に記号 をもつ ものがある。 2個 の蓋形埴輪は,蓋 部にわ

″／
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9           20cm

吾キ:]ほ必□]を粂塁各号檜程兵
6

第13図 日高山一号墳出土埴輪

ずかな表現の違いはあるが,同 形・

同工で,径 50 cm,高 さ40 cm程 である。

あ り,小型の ものは体長35 cmほ どで

尾羽・ 翼 を線刻で表現 している。

このほか,内注には, 6世紀前半

代の円筒埴輪・ 家形埴輪・ 蓋形埴輪

などの破片がかな りの量流れ込んで

いる。涅が埋 まった後,Cれ を切 り

込んで,土壊が作 られている。南辺

西寄 りの土壊 (SK01)か らは 6世

紀後半代の須恵器杯 。甕・ 提瓶・ 長

脚 2段透 し高杯・ 無蓋高杯が出上 し

た。南辺西寄 りの上壊 (SK02)か

らは土師器杯 。甕 。脚付杯,須恵器

0                10cm

第14図  上壊 SK02出 土土器 (1:4)
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杯 。短頸壺 。平瓶・ 甕などが出上 した (第 14図 )。 SK02出 上の上器 は, 7世

紀初頭に属 し,少数なが ら各器種揃 った良好 な一括資料である。埴輪・ 土器類

以外の遺物 としては,涅埋土最下部か ら出上 した馬具小片 (木 芯鉄張輪鐙か )

と,最上部に含 まれていた金銅製耳環 1点 がある。

まとめ

今回検 出 した日高山一号墳 は 5世紀中葉 に作 られた方墳である。 日高山の北

西端部の尾根 の頂部付近の東斜面 を幅 4～ 6m,深 さ lm程の掘 り込んで区切

り,一辺約 18mの方形の墳丘 を造 り出 している。古墳の南北軸は,こ れが作 ら

れた尾根の方向に添 うように,北 北西 を向いてい る。

埋葬主体部 を含む墳丘 は後世の削平で破壊 されている。削平 は,旧 地形に沿

って西か ら東へ斜 めに下が るように行なわれてお り,追 の東辺は残 っていない。

漫の西半部は,ほ とんどもとの深 さを残 しているものと見 られ,特 に西南隅付

近は,墳丘裾の一部 も含んで溝の旧状 を保 っている様子が認め られ る。涅埋土

を切 って作 られ た土墳の年代 とを考え合わせ ると,古墳の破壊が藤原京の造営

工事によ ったものである可能性 は非常に大 きい。

これまで 日高山北裾か ら藤原宮 にかけての地域では 5世紀初頭か ら 6世紀前

半 までの各時期の埴輪が出上 してお り, この付近に埴輪 を伴 う古墳が存在 した

と推定 されてきた。その際 日高山は第一番の候補地 として考え られていた。

今回明 らかにな った日高山一号墳は,こ の推定 を実際に裏づけるものであり,

これまで古墳分布 の空白地帯であった藤原宮域周辺で,初 めて遺構の上で確認

された古墳 とい う乙とにな る。そのほか, 6世 紀前半代の埴輪や 6世紀後半～

7世紀初頭頃の完形の須恵器群 。金銅製耳環が出土 し,該 当時期の古墳の存在

を強 く暗示 している。

今回の調査 によって,日 高山山上に一号墳をは じめとして各時期の複数の古

墳が存在 していた確証 を得 たこと,そ して これ らの古墳の破壊 に,藤原宮・ 京

宮・ 京の造営が深 く関与 している様相が明 らかになったことは大 きな成果 とい

えよ う。
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右京二条二坊の調査 (第 42次 )

(1984年 4月 ～ 5月 )

この調査 は, 165号 線橿原バイパ ス建設工事に伴 う国鉄桜井線の高架工事に

関連 して行な ったもので,同 関連調査 としては第 5次 目にあたる。調査対象地

は醍醐の集落の北西で,国鉄桜井線の南側 にそ って幅10m,東 西長約 180mの

範囲である。 この うち,西 側か ら I区 (5× 115m), Ⅱ区 (6× 9m),Ⅲ

区 (6× 77m),Ⅳ 区 (3× 15m)の調査区を設定 した。 I区 は西二坊大路 ,

Ⅱ区は藤原宮西北隅の調査 (第 36次,概報 14)で検 出 した宮北面・ 西面外濠の

合流後の流路の北延長位置にあたる。 Ⅲ区は右京二条二坊西北坪 の宅地遺構 ,

Ⅳ区は西二坊坊間路が想定 された (第 11図 参照)。

<I区 > 堆積土は,水 田耕土・ 床土 。遺物包含層であ り,地表下約 85 cmで

自然堆積上の茶褐色粘質土 となる。遺構 は茶褐色粘質土面で検 出 した。検 出 し

た遺構 は南北大溝 SD 3720,斜 行溝 SD3721の 他,南北小溝がある。 SD 3720

は,西岸か ら幅約 2m分 を検出 した。東端部での深 さは約 lmで ぁる。堆積土

は大 き く上下 2層 ある。上層 はさらに灰褐色砂質土 と黄褐色砂質土 に分 け られ

るが,い ずれ も非常に堅 くしまってお り,溝 を埋めたてた土 と思われ る。下層

は青灰色粘上である。上下層 とも, 7世紀～13世 紀の土器類が出上 しているが,

量的には少 ない。上層で三彩陶器小片が出上 した。調査区の中央北か ら南東方

向にかけては,不 整形で,浅 い斜行溝 SD372と がある。 SD3721の 埋上の暗褐

色粘土か らは縄文晩期の上器が出土 した。南北小溝 は瓦器 を含む。

<Ⅱ 区> 堆積上の状況 は I区 と同様である。検 出遺構 は南北大溝 SD3720

の東岸部の他,南 北小溝がある。南北大溝 SD3720は ,東岸から幅約 3mま でを検

出 した。西端で深 さ約 lmで ぁる。堆積土 は上層が茶褐色粘質土 。暗褐色粘質

土 ,下層が暗灰色粘質上である① 7世紀か ら13世紀までの上器類が少量出土 し

た。南北小溝 はいずれ も瓦器 を含む。

<Ⅲ 区> 堆積土 は耕土・ 床土 。遺物包含層 。茶褐色粘質土だが,東半は茶

褐色粘質土上に薄い灰褐色砂層がある。検出 した遺構 には,掘立柱建物 4,井
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第15図 第 42次
調査遺構配置図

(1:1000)

戸 1,上 壊 2,南北・ 東西小溝などがある。 この うち,建物

SB 3723,土 壊 SK3727が 藤原宮期 と思われ,他の遺構 は平

安時代末か ら中世 にかけてのものである。掘立柱建
.物

SB3723

は異行 1間 の南北棟 と思われ,桁行 は南端 1間分 を検 出した。

柱間は 3m(10尺 )等 間である。柱掘形 は 1.2～ 1.4m四 方

と大 きい。掘立柱建物 SB 3724・ 3725・ 3728の柱穴のい く

つかは東西 。南北小溝の堆積土上か ら検 出 してお り,こ れ ら

の建物は小溝 より時期的に新 しい。柱掘形 は径15～ 20 cmの 円

形 をなす ものが多い。 SB 3724は 桁行 2間以上,果行 2間 の

南北棟建物で,柱 間はほぼ 1.8mで ある。 SB3725は 桁行 2

間以上,梁行 2間の身舎に西庇を持つ南北棟建物で,柱間は桁行 2

m,果 行 2.6m,庇 の出 2.lmで ある。 SB 3728は 桁行 3間 ,

梁行 2間 の東西棟建物で,柱 間は桁行 2.lm,異 行 1.9mで

ある。土壊 SK3727は 東 西 2m,南 北 1.4mの 楕 円形 を呈

し,深 さは20 clllで ある。 7世紀後半～末の土師器・ 須恵器が

少量出上 した。土壊 SK3726は 径 lm,深 さ40 cmの 円形で ,

11世紀後半 に属す る土師器・ 瓦器が出上 した。井戸 S E 3722

は東西 lm,南 北 1.3mの 楕 円形で,深 さ 1.5mの 素掘 りの

井戸である。土師器・ 須恵器・ 瓦器が少量出上 した。南北・

東西小溝はいずれ も瓦器 を含む。大半 は南北溝が東西溝 よ り

新 しい。Ⅲ区出上のその他の遺物には土牛脚部 ,フ イゴ羽口,

石庖丁 などがある。

<Ⅳ 区> Ⅲ区東半 と同様,茶褐色粘質土面上 に灰褐色砂

層がのる。検出遺構 は東西塀 SA3739,南 北溝 SD3738で あ

る。 SA 3739は 5間 以上の東西塀で,径 40 cmの 円形柱掘形 を

もち,柱間はほぼ 2.lm(7尺 )で ある。茶褐色粘質土面で

検出 したが,灰褐色砂層か ら掘 り込 まれている。東端の柱穴

は南北溝 と重複 し, これより新 しい。南北溝 SD3738は 東岸
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か ら幅約 lmを検 出 した。西岸 は調査区外であるが,底 部の状況か らみて,溝

中高は 1.5mほ どであろ う。深 さは 15 cmと 浅い。 7世紀後半の上師器・ 須恵器が

出上 した。

<ま とめ> 今回の調査 区は東西に長い ものの,南北幅が狭い こともあ り,

藤原宮期のまとまった遺構 は明 らかにできなか ったが,宮北方地域の状況 につ

いて,い くつかの点が明 らか となった。 I区では西二坊大路の西側溝が想定 さ

れたが,今 回の調査区内では検出できなか った。調査区のさらに西側 になると

思われる。 I区東端及びⅡ区西半で検 出 した南北溝 は,埋上の快況や深 さ,出

土遺物 などか らみて,同 一の溝 と考え られた。そ うすると,溝 の幅は23mと な

る。藤原宮西北隅の調査 (第 36次 )で は西面・ 北面外濠の合流点か ら西北方向

へ流路が続 くことがわか り,外濠の水は西二坊大路の東側溝へ注 ぐことが推測

された。そ して,宮 西北隅では西外濠 に東か ら自然河川が合流 してお り,13世

紀 ごろまで流路であったことか ら,外濠の幅は17m以上 に広が っていた。今回

検出 した南北大溝 SD3720は , この流路の北延長部にあたるものと考えられる。

北流す るにつれ,溝幅が徐々に広が り,中 世には西二坊大路の路面東半の位置

にまで及んでいたのであろう。Ⅲ区で想定 した宅地遺構 は,今 回の調査区内で

は極めて少 なか った。坪の南辺 にあたっていることにもよるのであろう。 SB

3723の 位置か ら南方約35mに は「長谷田土壇」が存在 してお り,土壇北辺 あた

りは坪 境 推 定 線 (二 条条 間路 )と もな ってい ることなどか ら,今後,こ の周

辺での調査が期待 され る。藤原宮期以降の遺構 としては南北 。東西小溝の埋土

面か ら検 出 した小規模 な掘立柱建物群がある。 これ らの時期 については,小溝

出土遺物か らみて,13世 紀以降 と思われ る。古代末～中世以降の土地利用の点

か ら,小溝 とともに今後その時期・ Jl■
格 を明 らかに してい く必要があろう。Ⅳ

区で検出 した南北溝 SD 3738は 位置的には西 二 坊坊 間路 の東 側 溝 にあ たる。

しか し,溝 中の出土土器は,藤原宮期 より古い時期の ものに限 られてお り,こ

の溝が宮期には埋 まっていた可能性がある。今回の検出範囲は小規模であ り,

小路の確認は今後の調査に待ちたい。
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左京二条三坊の調査 (第41-13次 )

(1984年 12月 )

調査地 は国鉄桜井線の南80m,市道耳成小山線ぞいの東西に細長い水 田で ,

条坊の呼称では,左京二条三坊西南坪のほぼ中央部 を占める。今調査地に北接

す る水 田では,か つて小規模 な調査 を実施 し (第 27-1次,概報10),坪 を東

西に三分す る位置に南北塀 を検出 している。

調査は,水 田東端 (東 区)と 先の南北塀 SA2610の 南延長線上にあたる水 田

西端 (西 区)と に調査区を設定 し,坪 内宅地の利用状況 を明確 にす る目的で実

施 した。

層序は,耕土 。床土・ 灰褐色上で,灰 褐色上の下が藤原宮期の遺構検出面 と

なる。検出面 は西に低 く,東 に高い傾向にあ り,東区東半では黄褐色粘上の地

0                  10

山が露呈す るが,東

区西半か ら西区まで

は,地 山の上に古墳

時代初頭 までの遺物

包含層である黒褐色

礫混 り粘土・ 灰色砂

が広が っている。な

お,西 区南半 には ,

上記包含層の下 に ,

地山をうが った暗青

褐色粘上の深 い落 ち

込みがあ り,沼 状 を

な している。

検出 した主な遺構

には西区に藤原宮期

の建物 2棟 ,東 区に

■_十 ‐
言
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第16図 第 41-13次調査位置図 (1:3000)
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南北塀 1条 がある。

西区南半で検出 した掘立柱建物 SB 01は , その北端の一部 を確認 したにとど

まるが,柱 穴の配置か ら,東西に庇 を持つ南北棟建物 と考え られ る。柱掘形は

いずれ も方 1.2～ 1.4mと 大形で,北 あるいは東か らの長大な抜取穴がある。

東庇北端の柱穴には,直径約 29 clllの 柱根が長 さ30 cm余 遺存 していた。 また,北

妻柱抜取穴 には一部掘形底 を突 き破 る状況で建築部材が遺存 していた。幅 25 cn,

長 さ 1.2m,厚 さ12 cmの 板材で,短辺 の一方 は柱径に合 う半円弧をな し, もう

一方 は直線 をなす。 また,一長辺 は幅 2 clll,深 さ 6 cmの 段 をな してお り,床板

を受 ける仕 口と考え られる。

柱抜取穴および柱根か ら復原 され る柱間は身舎異行が 2.9m,庇 が 27m,

桁行 2.4mで ある。 この建物の柱および柱穴規模 や構造 は,宮 の殿舎 に匹敵す

るものであ り,藤原宮期の同坪内での主殿・ 脇殿級の建物 とみ られ る。 SB01

の北にある 2個 の柱穴については,掘形が方 1.2m,深 さ 1.lmと 大形で,SB

01の柱筋 とほぼ揃 う位置にある。北庇の可能性 もあるが,SB 01の 東庇柱 の北

に柱穴はな く,ま た柱穴の深 さと埋土が建物 SB01の それ と異 な ること,柱 穴
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の抜取穴が建物妻柱抜取穴を壊 してい ることなどか ら,直 接 SB01と 一体をな

す もの とは考えがたい。その性格 は不明である。

西区北東隅の建物 SB 02も 東西 。南北各 1間分を検 出 しただけで,規模 。構

造 は明 らかでない。柱掘形は方 lm,深 さ45 cmで ,抜取穴には凝灰岩質砂岩片

が含 まれている。東西柱間 3m,南 北柱間 2m余で, SB 01と は約 4.8m離 れ

ていて,柱筋 は通 らない。 SB 01と ともに北でやや東 に振れ る傾向にある。

西区の遺構 にはほかに,灰色砂 を埋土 とする古墳時代初頭 の斜行溝 SD2615,

直径 20 cm程 の小穴があるが,第 27-1次で検 出 した南北塀 SA2610の 南延長部

は検 出されなか った。

東区の南北塀 SA03は 柱穴 3個 を確認 しただけであ り,建 物の可能性 もある。

柱掘形は方形 を呈 し一辺 lm,深 さ45 cmで ,北か らの抜取穴がある。柱 は直径

20 cm余 である。柱間は 2.6m等間に復原で きる。柱抜取穴か ら藤原宮期の上師

器杯 。甕等が出上 した。塀の柱穴埋土 。規模等 は西区の SB02の それ とよ く似

てお り,両 者 は同一 時期 の遺構 で あ る可 能 性 が 高 い。なお塀は,西区のSB

01東庇柱列 と約 364m離 れた位置にあ る。東区にはこのほかに,時期不明の

方形小穴や,中 世の遺構 と思われ る円形小穴等が散見す る。

今回検出 した建物 とりわけ SB01は 坪内の中心的建物群の一部を構成す るも

のである。その位置を推定条坊 との関わ りで検討 してお くと,妻柱が,条坊道

路心々距離の三分の一に,東入側柱列が道路分を差 し引いた坪内の三分 の一に

ほば一致す る。また,北側柱列 は,推定二条大路心の北約90mに あ って,坪 の

三分の一 に一致 してお り,建物は坪のほぼ中央部を占めている。南北棟建物が

坪の中心 に位置す ることの理解 については,南北棟が主殿 となる場合,坪 の中

′しヽをはずれて主殿がある場合,宅 地が坪 を越えた範囲を占めている場合等 々 ,

さまざまな可能性が考え られ現段階では確言で きない。今調査では,宮周辺の

坪内で大規模 な建物を確認 したのであ り,宮 を狭んで対称位置にあたる第 39・

43次調査例 とともに藤原京の宅地割 。建物配置を究明す る上で貴重な資料 とな

ろう。実態の解明は今後の周辺地の調査 を待 って検討 したい。

-44-一



藤原京その他の調査概要

a 左京十二条三坊東南坪の調査 (第 37-15次 )

(1983年 12月 )

この調査 は住宅建設の事前調査 として高市郡明 日香村雷で実施 した。調査地

は藤原京左京十二条三坊東南坪 にあたる。 また,雷丘の南側末端に位置 し,山

田道に面 してい る。調査は東西 4m,南 北 2mの トレンチを設 けて行なったが,

地表下約 25 cmで 花南岩風化土 (地 山)が現われ,遺構 は検出されなか った。

b 左京十二条三坊西南坪の調査 (第 37-16次 )

(1983年 12月 )

この調査は農業倉庫新築に伴 う事前調査 として,高市郡朝 日香村雷で行 なっ

た。調査地 は藤原京左京十二条三坊西南坪にあたる。また,調査地 は雷丘の東

南約 120mの 地点で,西約70mに は飛鳥川が流れている。調査は東西 3m,南

北 3mの トレンチを設 けて実施 した。地表下約60～ 70 cmは 近現代の遺物包含層

で,そ れ以下は青灰色砂・ 灰褐色粗砂層である。 この青灰色砂層を切って灰色砂

混 リバ ラスを埋土 とす る土墳状の落 ち込みを検 出 したが,出 土遺物 (瓦・ 土器 )

は細片で極めて摩滅 している。調査地は,地形か らみて飛鳥川の氾濫原 にあた

り,検 出遺構 はいずれ も河川の氾濫によって形成 されたと考え られ る。

c 左京二条三坊の調査 (第 37-18次 )

(1983年 12月 )

この調査 は変電所建設に伴 う事前調査 として,橿原市高殿町で行 なった。調

査地 は藤原京左京二条三坊西北坪 にあたり,一条大路南側約30mに 位置す る。

調査地東方 約 15mの 地点 は 1983年 にす で に発 掘 され て お り(第 36-4次 ),

一条大路南側溝推定地であったが,側 溝は確認 されていない。今回の調査 は ,

東西 3m,南 北10mの発掘区を設けて実施 した。調査区の基本層序 は上か ら,
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造成上,旧 水 田耕土,水 田床土,灰褐色粘質土,灰色砂 (地 山)と な り,遺構

は灰褐色粘質土上面で幅45～ 60 cm,深 さ約 15 cmの 東西溝 1条 を検出 した。出土

遺物か ら, この東西溝は中世以降の水 田耕作 にかかわ る遺構 と推定 され る。藤

原宮期の遺構面はすでに削平 されたもの と考え られ る。

d 左京十条三坊の調査 (第 41-1次 )

(1984年 4月 )

この調査 は住宅の増築工事に伴 う事前の発掘調査 として,高市郡明 日香村大

字小山において行 なった。調査地は飛鳥岡本宮推定地の西に近接するとともに ,

藤原京左京十条三坊地内にあたる。調査は東西 6m,南 北 1.5mの 調査 区を設

定 して行なった。検 出 した遺構 は,東 西 。南北方向の小溝であ り,こ の中か ら

近世の陶磁器が出土 した。 このことによ り婆調査地は後世 に大 き く削平 されて

いることが判明 した。

e 右京二条一坊の調査 (第41-2次 )

(1984年 4月 )

本調査 は住宅建設の事前調査 として橿原市醍醐町で行 なったものである。調

査地 は耳成山の南方で,藤原宮の北約 200mに 位置 し,藤原京条坊 の右京二条

一坊西南の坪 にあたる。調査 は東西 2.5m,南 北 1.5mの トレンチを設定 して

行な った。検 出 した遺構 は柱穴 1,土壊 1,溝 3で ある。 2本 の南北溝 は中世

の耕作にかかわ る素掘 り溝で,東 西溝 は地山を切 りこむ。柱穴・ 土壊は東西溝

と重複す るが,溝 よ り古い。柱穴 は建物 もしくは塀 となるであろうが,調査地

の制約によ り拡張できず,ど のよ うにまとまるのかは不明である。出土遺物 も

少量で,時期 を確定す るにはいた らないが,柱穴は藤原宮期の もの と考え られ

よう。藤原宮北方 の地域は園池の存在が考え られているが,何 らかの構築物が

存在 したことを確認できたことは意義深いであろう。
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f 右京七条二坊東北坪北部の調査 (第41-3次 )

(1984年 4月 )

この調査 は飛騨老人憩 の家新築 に伴 う事前の発掘調査

として,橿 原市飛騨町において行な った。調査地 は,藤

原京右京七条二坊地内にあたる。調査は南北20m,東 西

4mの 調査区を設定 して行 なった。主な検 出遺構 は藤原

宮期の南北塀・柱穴 と土壊である。他 に中世の東西 。南

北方 向の小溝がある。調査区南狽1の 柱穴 SX3830は ,一

辺 1.4mの 方形掘形で,中央 に柱根 (残存高90 cm,直径

30 ca)が 残存 していた。 この柱 は東西塀かあるいは東西

棟建物の北側柱の一部であろう。調査区の中央 には南北

塀 SA3829が ある。柱間 2間 (柱 間寸法 1.7m)で ,柱

穴掘形 は直径50～ 60 cmの 円形を呈 し,中央 に柱痕跡 (直

径20～ 30 cm)が み られ る。東西建物 の梁行 となる可能性

もある。 これ らの柱穴の掘形か らは藤原宮期の上器が出

上 した。調査区北側の円形土墳 S K 3827は 直径 60 cm,深

さ30 cmで あ り,内 か ら藤原宮期の土器が出土 した。

今回の調査区は狭小であったため,検 出遺構がいかな

ることがで きなか った。
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第18図 第 41-3次調査

遺構配置図 (1:200)

るものかを明 らかにす

g 右京二条二坊の調査 (第41-4次 )

(1984年 5月 )

本調査は住宅新築に伴 う事前調査 として橿原市醍醐町で行 なったものである。

調査地は耳成山の南方 ,藤原宮 の北約 270mに 位置 し,藤原京条坊の右京二条

二坊東北の坪にあたる。調査は南北 8m,東 西 2.5mの トレンチを設定 して行

なった。検 出 した遺構 は溝 1,柱 穴 1で ある。溝 は床土 直下か ら切 り込む新 し

い時期の ものである。柱穴 は径 30 cmの 小規模 なもので,柱痕 を残すが,杭程度

の ものと考え られ る。本調査地では,付近一帯 で認め られる中世素掘 り満が検
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出されていないため,後世の削平 を被 ったもの と考えてい る。

上の包含層か らは藤原宮期 と考え られ る丸 。平瓦片が整理箱 1

り,さ して瓦の出土 をみない藤原京域 としては瓦の出土量の多

あるいは付近に想定 されている醍醐廃寺

かもしれない。

h 右京十条一坊の調査 (第 41-5次 )

Ｎ
Ａ

浮

しか し,地 山直

箱分出上 してお

さが注 目される。

と関連す るもの

m

(1984年 5月 )

この調査 は露天駐車場造成に伴

う事前の発掘調査 として,橿 原市

田中町において行 なった。調査地

は飛鳥川西側の水 田で,田 中宮跡 に近接す るとともに ,

藤原京左京十条一坊地内にあたる。調査 は南半部 に逆 L

字型 の発掘 区を設定 して行な った。南北方向の発掘 区は

南北 265m,東 西 4mで,北狽1で東に接 す る東西方向の発

掘区は東西 8m,南 北 3mで ある。 水 田下 50 cmで 礫 敷

SX 3841,東 西溝 SD3840,土壊 SK3838を 検 出 した。

礫敷 は拳大～人頭大の石が南北 4m,東 西 9m以 上の範

囲に広 が っており,特 に整然 と敷 き並べ たとい うような

様子 はみ られなか った。礫敷の中には藤原宮期の瓦や土

器が混 じっており,敷石 の下は地山が 20 cmほ ど窪んでい

る。東西溝 は礫敷 に接 して北側 にあり (幅 1.lm,深 さ

18 cm),長 さ 12m検 出 した。溝中か らは藤原宮期 の上

器が出上 した。土壊 は発掘区の南側にあ り,東 側の一部

(南 北 46m。 東西 2m以 上,深 さ40 cm)を 検出 しただ

けで,西 側 は発掘区外に拡が っている。土壊中か ら弥生

式上器 (第 V様式 )が多量 に出土 した。

今回検 出 した藤原宮期の遺構の性格 については明 らか

こ

~X167995

第19図 第41-5次調査
遺構配置図 (1:200)
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に しえなか ったが,こ の近辺に関連遺構が存在 してい る可能性が高 く,今後 こ

の周辺の地域での調査 を計画的におこな う必要がある。

i 西京極 (十 条)・ 下 ツ道の調査 (第 41-6次 )

(1984年 7月 )

この調査 は貸店舗 レス トラン建設 に伴 う事前の発掘調査 として,橿 原市久米

町において行なった。調査地 は藤原京西京極 に位 置 し, また大和古道の下 ツ道

に接 してい る。調査 は東西20m,南 北 4mの発掘区を設定 して行 なった。調査

地の地山面 は西側 に向けて傾斜 してお り,こ の上に厚 い堆積土が見 られ る。 こ

の部分の上層 は,床上の下 は灰茶 褐色土層 (40 cm)で , 7～ 8世紀の上器 を含

んでいるが,そ の下には人工遺物 を含 まない粘性土・砂質上 が lm以 上互層 を

な している。

検出 した遺構 は南北方向の小溝 (幅 30 cm,深 さ22 cm)で ,検 出面は灰茶褐色

土上面であ る。溝中か らは 7～ 8世 紀の土器が出土 した。

今回の調査区内においては藤原京西京極 。下 ツ道 に関連 した遺構 を検 出す る

ことができなか ったが,こ の付近の旧地形 を知 る手掛 りを得 ることができた。

j 右京二条一坊 の調査 (第41-7次 )

(1984年 7月 )

調 査 地 は橿 原 市醍 醐 町で ,国道 165号 線 と国鉄桜井線 との間の南北 2枚の

水 田である。調査 は各 田の北側 に 3× 20mの 南北 トレンチ (北区 。南区)を 設

けた。北区は藤原京一条大路,南 区 は二条一坊東北坪の宅地遺構が想定された。

北区は地表下約 70 cmで 自然堆積上の黄褐色粘質土 とな り,こ の上面で遺構 を

検出 したが,調査区南端 5mは 下層の灰色砂層があ らわれている。遺構 は多数

の東西・ 南北方向の小溝 と小穴 5で ある。小溝 は幅30～ 50 cm,深 さ10～ 20 clllで ,

東西溝がおおむね古 い。溝出上の土器 には藤原宮期のものも見 られるが,い ずれ

も遺物が少量であり,時期を決定するのには十分でない。ノト穴 についてもまとまり

がな く,時 期も不明である。遺物包含層からは土馬片 (藤原宮期)が 出土 している。

―-49 -―



南区 は北区の南約40mで ,東北坪 のほば中央部分

にあたる。遺構検出面 は北区 と同様黄褐色粘質上で

あるが,調 査区北端 6m分 は灰色砂層 とな る。遺構

面の深 さは地表下約40 cmで ある。 遺 構 は南 北塀 1

(SA01),井 戸 1(SE02), 南北小溝などであ

る。塀 SA 01は 4間 以上で,柱 間は約 1.8m(6尺 )

である。柱掘形 は50～ 60 cm四 方であるが,深 さは約

10 cmと ごく浅い。出土遺物が な く,時期不明である。

井戸 SE 02は 径約 lmの 円形素掘 り井戸で,深 さは

lmで ある。埋土か ら藤原宮期に属す る土器が少量

出上 した。

今回の調査では,北 区に想定 した一条大路 は検出

す ることができなか った。南区に くらべて,自 然堆

積土面 が約 30 cmも 低 く,ま た南区の塀の掘形の深 さ

などか らみて,後世,こ の一帯 はかな り削平 を受 け

たようであ り,大路の側溝 も削平 を受 けた可能性 が
|

第2壇

籍 岳装デ農窒闘衰1:200)強
い。南区では建物は未検 出なが ら,藤原宮期の素

掘 り井戸 を検出 した。 これによ り,井 戸周辺 に藤原宮期の遺構の存在が考え ら

れ る。 この一帯 はかな りの削平 を受 けてはいるものの,今後,周 辺での調査で

大路,坪 内宅地遺構の検出が期待 され る。

k 右京一条二坊 の調査 (第 41-9次 )

(1984年 9月 )

調査地は橿原市醍醐町の国道 165号線 に南接す る水 田で,地 目変更で埋立が

行なわれ ることになったため,事前調査 を実施 した。現地は藤原京右京一条二

坊東南坪 にあたり,一条大路等条坊 に関連 した遺構が予想 されたが,今 回の調

査で は,藤原宮期 にさかのばる遺構 は認め られなか った。調査区は水 田東部 に

2m× 18mの 南北 トレンチ,そ の中央部か ら西へ延 びる 2 m x13mの 東西 トレ

Y17510
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ンチか らな り,発掘面積 は約60rで ある。区内の層序 は耕土,床土,灰褐色土 ,

暗 褐色 粘上 の無 遺 物層 とな っていて,水 田面か ら暗褐色粘土上面 までの深 さ

は90 cm前 後で, この暗褐色粘土 は水 田西端付近で弥生包含層に移 りかわ る。検

出 した遺構 は縦横 に走 る中世小溝 と,や はり中世 と考え られ る柱掘形数個 のみ

であ り,い ずれ も最下層の暗褐色粘土上面か ら切 り込 まれていた。 この地域に

藤原京にかかわ る遺構があったとして も,小溝がつ くられた時期 までに削平破

壊 されて しま った可能性が強い とみ られ る。

1 右京七条二坊東北坪南部の調査 (第 41-10次 )

(1984年 9月 )

この調査 は橿原市飛騨町で住宅新築工事 に先立 って実施 したもので,東西 2

m,南 北 6mの範囲 を対象 とした。調査地 は藤原京条坊の右京七条二坊東北坪

にあたる。調査区の上層層序 は耕土,灰褐色粘質土,暗灰粘質土,明黄褐色粘

質土,黄褐色砂礫上の遺構面 (地 山)と なる。地山面はかな り南 に低 く傾斜 し

ている。

検出 した遺構 は,中世の もの と考え られ る東西溝 1条で,藤原宮期の遺構 は

検出されなか った。

m 右京三条二坊の調査 (第 41-11次 )

(1984年 10月 )

調査地は橿原市醍醐町に所在 し,か つて第33-3次 調査 (概 報 12)で 二条大路

南側溝 SD3201と 二 坊坊 間路 西側 溝 SD3207の 曲 り角 を検 出 した地点の直西

約50mの住宅建設予定地内である。調査区内で二条大路南側溝の一部 を検 出 し

た。調査 は東西 2m,南 北 6mの 範囲を対象 とした。調査区内の基本的な層序

は耕土 。床土・ 灰褐色土 。褐色粘土・ 黄褐色粘土 とな っていて,こ の上 に約50

cmの 厚 さの客上が置かれていた。遺構 としては旧耕土面下 30 cmの 灰褐色土上面

か ら切 りこむ中世掘立柱建物の一部 と,耕 土面下約40 cmの 褐色粘土面で検 出 し

た 2条 の東西方向の溝状遺構がある。 2条の溝 は約 2mを 隔てて並行 し,ほ ぼ
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同 じ規模 を持つが,南側の ものは調査区東端で浅 く狭 くな っていた。埋上の様

相 と位置か ら北側の ものを二条大路南側溝 SD3201の 一部 と判断 した。溝 は上

半部 を削 られ,幅約60 cm,深 さ約 20 cm程 が残 されている。溝心は国上方眼のX

=-166050.800m(Y=-17887mラ イ ン上で)付近 に求 め られ る。′

n 右京二条三坊東南坪 の調査 (第 41-14次 )

(1984毎判2月 )

この調査 は住宅新築に伴 う事前調査 として,橿原市醍醐町で行 な った。調査

地は藤原京右京二条三坊東南坪 にあた り,先 に行なった第43次 調査区の西側に

接 してい る。調査 は東西 4m,南 北 2mの 8rを 対象 として実施 した。調査区

の上層層序 は上か ら,水 田耕土,床土の下に灰褐色砂質土 (厚 さ10 cm),黒 褐

色粘質土 (厚 さ20 cm)と 続 き,黄色粘土 と灰黒粘土か らなる地山層 に至 る。遺

構 には灰褐色砂質土上面で検出 した東西小溝 2条 ,黒褐色粘質土上面で検出 し

た東西小溝 5条 ,南 北小溝 7条 ,土壊 1,小穴 1が ある。 この うちの上壊は径

75 cm,深 さ90 cmで ,暗灰色の粗砂で埋 る。底近 くよ り布留式上器の甕 2個体が

出土 した。藤原宮期の遺構 は検 出されていないものの,少量の上器片が出上 し

ている。 また黒褐色粘質土 か らはサヌカイ ト剥片が 1点 出上 した。

o 右京二条三坊東北坪 の調査 (第 41-16次 )

(1985年 3月 )

この調査 は店舗新築にともな う事前調査 として,橿 原市醍醐町で行 な ったも

のである。調査区は右京二条三坊東北坪 および一条大路の想定位置にあたる。

調査 は南北 28.5m,東 西 35mの 100ド を対象 として実施 した。調査区の基本

的層序 は,水 田耕土 (厚 さ15 cm),床土 (厚 さ25 cm),灰 褐色粘質土 (厚 さ15

cm)と 続 き,灰 色砂か らなる地山面に至 るが,地 山上に黒褐色粘土 (厚 さ10～

20 cm)が 堆積す る部分 もある。遺構は地山面 と黒褐色粘土面で検出 した。

藤原宮期の遺構 には東西溝 SD01,掘 立柱建物 SB 02,上 壊 SK03が ある。

調査区の北 よりで検出 した SD01は 現状で上幅 1.3m,深 さ 0.3mで ある。堆
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積層 は上層 よ り茶褐色粘質土 ,黒灰色砂質上であ り,少量の上師器・ 須恵器が

出上 している。調査区中央 に位置す る SB 02は 桁行 5間 ,梁行 1間以上の南北

棟である。柱穴 は浅 く,底近 くが ご く僅かに残 る程度で ある。 SB 02北妻 か ら

第21図  第 41-16次調査
遺構配置図 (1:200)

東西溝 SD03の 南上端までの間隔は 5.2mあ る。調査区中

央の SK01は 調査区内での南北径 1.7m,深 さ 0.6mで さ

らに調査区外に広が ってい る。上部には暗灰色の砂 ,下 部

には灰黒色の粘上が堆積 し,そ れ らの埋土か ら若干の上師

器・ 須恵器 が出上 している。

藤原宮期以前の遺構 には土壊 SK 05,掘 立柱建物 SB04

がある。調査区南寄 りの黒褐色粘土層上面で検 出 した SK

05は ,調 査区内での南北径 10m,深 さ 0.3mで ,さ らに

西へ広が ってい る。縄文時代後期後半の上器が少量 出土 し

ている。なお,調査 区の北半 と南半 に広がる黒褐色粘土層

か らも,縄 文時代後期の上器,サ ヌカイ ト剥片が出上 して

いる。調査区のやや南よ りで検 出 した SB 04は 真北に対 し

て東に約 50° 応ゝれ る。柱間寸法は 28mを 沢1る が,さ らに

調査区外にのびるため,全体の平面形 は明 らかでない。埋

上 の状況か ら,藤原宮期以前の古墳時代の建物 と考え られ

る。なお,藤原宮期以降の遺構 として,調 査区の全体 で素

掘 り小溝 を検出 している。

東西溝 SD01は 一条大路南側溝の想定位置に合致 し,規

模・ 形状・ 出土遺物の上か らもこれに相 当す るもの と考え

られる。従来,一条大路については第37-18次調査・ 第41

-7次 調査 (概報 15)等 でその推定地についての調査 を実施

してきているが,そ の確認には至 ってお らず,今回初めて

その資料を得 ることができた。今後 ,周 辺地での調査 が期

待 され る。
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Ⅲ 飛 鳥地 域 の調 査

榊
棚
合
胡
狗
掏
Ｍ

第22図  石神遺跡・飛鳥寺周辺調査位置図 (1:4000)
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石神遺跡第 4次調査

(1984年 7月 ～1985年 5月 )

石神遺跡の名は,そ の小字名に由来す る。当地域 は,飛鳥寺の西北隅に接 し,

水落遺跡 に北接 している。 1902(明 治35年 )年 に第 1次 調査区か ら,噴水施設

と考え られ る須弥山石・石人像が発見 されて以来,同遺跡は,斉 明朝の饗宴広

場,あ るいは天武朝 の飛鳥浄御原宮 とも推定 されて きた。 当調査部では,1981

年か ら,石 神遺跡の発掘調査を継続 して実施 している。過去 3回 の調査を通 し

て,須 弥山石の転落位置 (SX 150)が確認 されるとともに,そ の周囲に配 さ

れた石組溝,石 敷を伴 う掘立柱建物,あ るいは, この地区を南北に三分す ると

推定 され る基壇付 きの東西塀等の存在 などが明 らかになった (第 31図 )。 これ

らの遺構 は 7世紀中頃から後半の時期 と考え られ ることか ら, 7世 紀中頃には

水落遺跡 を含めた この一画が,塀 を境 と して,南 は漏刻地区,北 は饗宴の広場

地区として性格を変えて利用 されて いた と推定 され るに至 った。 さ らに,塀 の

位置が 7世紀後半 に も踏襲 されていることか ら, この付近 に想定 される飛鳥寺

西の広場の利用形態を知 る手懸 りを得た。今回は, このような過去の調査成果

を踏まえなが ら,各時期の遺構の範囲確認 とその実態究明を目的 として調査を

行な った。調査地 は第 2次 調査区に西接 し,第 3次調査区に北接す る水田で ,

東西長は50～ 53m,南 北長は28～ 30mで ある。

遺構検 出を行な った地山面 (暗 褐色砂礫上面)は ,調査区東南部か ら北西部

に向って緩かに傾斜 し,45 cm北 西部が低い。堆積土 も S D 640の 東肩を境 に し

て,調 査区東半部 と西半部では異 なっている。東半部での堆積土 は,耕土 (約

20 cm),床 土 (約 20 cm),褐 色土 (10～ 20 cm),暗 褐色砂礫 となるのに対 して,西

半部 は耕土,床土,淡褐色土 (約 10cm),褐色土 (5～ 20 cm)の 下に C期 の整地

上である含炭暗褐色土 (10～ 20 cm), A-2期 の整地上である山土を含む灰褐

色土が部分的に認め られ,以下,暗褐色砂礫 となる。 また,暗褐色砂礫 とその

下にある褐色砂礫 は,縄文時代か ら古墳時代 にかけての遺物を少量含んでいる。
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(1)遺 構

検出 した遺構は 7世紀前半か ら中世にかけての時期の ものである。 ここでは,

7世紀中頃か ら 8世紀初頭 にかけての時期の遺構 とその他 の時期の遺構にわけ

て,そ の概略を述べる。遺構配置図には,最終検出面の主要遺構を図示 した。

7世紀中頃から 8世紀初頭の遺構

この時期の遺構は,建物・塀の方位,重複関係,整地上,出 土遺物を考慮す

ると, A・ B・ Cの 3期 に大別 され る (第 2表 )。

<A期 > 建物・塀の方位が方眼北に対 して東に約 2° 振れ るものである。

石組溝 もこの時期に含まれ るが,過 去 3回 の調査を通 してみて も溝の方位は必

ず しも一定 していない。 A期 の遺構 は重複関係か らさらに 3期 に細分 される。

A-1期 の遺構は,井 戸 1,掘 立柱建物 2,石 組溝 4,方 形区画,石敷があ

る。石敷を伴 う井戸 S E 800を中心 にして,そ の東西に掘立柱建物 S B 750・

810, S B 750の 東 に北流す る溝 S D 730・ 332,南 に西流す る溝 S D 744,

時

期
遺構番号 種類

模規 柱 間寸法

(桁,梁 )桁行 ×異行 総長 (m)

A

l

S B 750

S B 810

東西棟

東西棟

8  ×  3

(8)×  2

1816×  6

(200× 52

227,  2

26,    26

S B 745

SB8■

南北棟

東西棟

5  ×  3

2

(6)×  2

114 × 58

(156)×  50

165～ 295(桁 )

193,29(笠駕)

26,    25

3

S B 735

S B 736

S B 820

S A 670

S A 775

南北棟

南北棟

南北棟

南北塀

南北塀

3

3

3

3

(6)× (2)

(10

(11)

×

72 × 60

72 × 54

(144)× (48)

(271)

(225)

24,  20

24,   18

24,  24

169

18～ 225

B

S B 770

S B 742

S A 731

S A 732

S A 751

南北棟

南北棟

東西塀

南北塀

南北塀

8

(2)

(2)

Q③

(19

× 2

2

199 × 48

48 × 48

(42)

(264)

(273)

21～ 3, 24

24,   24

21

165

21

C

S B 830

SA7酌

SA 781

南北棟

東西塀

南北塀

3  ×  3

(8)

(6)

6  × 5

(192)

(150)

2,2;15(中 ;脇

'24

第2表 石神遺跡第 4次調査主要遺構一覧表

S B 810と 重複 して北

流す る溝 S D 790な ど

の石組溝,井戸の南西

部には石敷 S X 700・

771,井戸の南には方

形区 画 S X 760が 配

される。

井戸 S E 800は , く

りぬいた最大厚 18 cmの

杉材 2枚 を組み合わせ

て井戸枠 とし,周 囲に

人頭大 の玉石を方形 に

敷き,石 敷縁 として北

を除 く三方 に側石をた

てた ものである。石敷

―-56 -
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面か らの井戸の深 さは, 3.8mあ り,約 3mほ ど井戸枠が残 っているが,底 に

特別な施設 は認め られない。井戸枠の平面形は紡錘形を呈 し,東 西内法長は上

面で 1.37m,底 面で 1.2m,南 北内法長 は各 々 0.81mと 0.67mあ り,底に向っ

て若干すばま っている。井戸枠の北 と南 には,底面か ら北で35 cm,南 で 15 cmの

位置に45～ 40 cmの 精円形を呈す る孔が穿たれている。 円形孔 は井戸の内側か ら

穿たれた もので,断面形は円錐台形をな し,掘形側の径 は31～ 34 cmと なる。土

砂の流入を防いで清浄な水を得 るために孔 の掘形側 に石を詰めていることや調

査時には井戸底か らの湧水がほとんどみ られず,こ の孔か らのみ出水 していた

ことな どか ら,円 形孔 は井戸の取水 国の役割を果 していたと推定 され,構造的

にも注 目され る。井戸か らは多数の上器,木製品が出上 した。

井戸枠周辺の石敷の東西幅は 5,3mあ り,若干北に低 くなっている。 また ,

この石敷 とは別に,井 戸枠の北側か ら約 1.4mの 幅で北の方へのびる排水施設

と考え られ る一段低い石敷がある。側石は 1～ 2段 ,高 さ20～ 40 cm残 るが,近

くにあ る石敷 S X 775の 上面か ら丼戸の石敷面までは約 lmの 比高差があるの

で,本来は 4～ 5段積まれていた もの と推定される。側石のうち,西側石では

改作の状況が うかがえた。西の側石 は,当 初南西隅か ら4.8mの 位置で西に折

れ,さ らに 3.7mの 位置で北に折れていた ものが,A-2期 には西側石を 1.9

m北 に延ば し,南北長を 6.7mと し西折する。西折 した側石の北側に も東へ傾

斜 して玉石が敷かれている。 また西折 したいずれの側石 も柱掘形にかかる部分

は後 に建物の柱を抜 き取 る際に抜 き取 られている。井戸枠 は現地 に埋め戻 した

ため,井 戸の掘形は検 出 して いない。

井戸の東西に配 された建物 S B 750・ 810は いずれ も東西棟で,井 戸の側石

と柱掘形 との間の重複関係か ら,先ず柱を建て,そ の後,井戸の側石を据えて

いることが判明 した。 さらに,柱抜取痕跡は,側石の掘形よ り新 しい状態で検

出され るので,井 戸 と建物 は同時に存在 していた ものと考え られ る。

A-1期 の建物の柱掘形は褐色砂礫土で埋め戻 され,柱 は全て抜 き取 られて

いる。柱を抜 くに際 しては,柱 周囲を不整形に掘 り下げ,そ の後,ほ ぼ真上に

柱を抜 き取 り,そ の跡を橙色や青灰色を呈す る山上で埋め戻す特徴がある。
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第24図  石敷井戸S E 80o周 辺遺構配置図 (1:80)
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従 って,柱 抜取跡の下半部は平面形が円形を呈 し,あ たか も,柱痕跡のような

状態 となる (第 25図 )。 建物 S B 750の 柱掘形の一辺 は 15～ 2m,深 さは約

1.5mと なる。桁行 8間 の中央にはほかよりも小ぶ りな間仕切 りの柱穴がある。

建物 S B 810は 東西に 8間 分あ り, さらに調査区外に延びている。東妻柱列の

柱穴は,C期 の塀 S A 781の 柱穴によって一部壊され,西 部ではA-3期 の柱

穴 によって壊 されている。柱掘形の底面の レベルを見 ると,井戸寄 りの東妻柱 ,

北側柱列の東か ら 1・ 2番 目の柱穴は,他 の柱穴よ りも60～ 70 cm深 く掘 られて

いる。 このような傾向は S B 750の 西妻柱列の柱穴 にも認め られてお り,井 戸

の石敷の側石に接す る部分は特 に深 く掘 られた ものであろう。 A-1期 の建物

の柱間寸法は等間 となるが,そ の適切 な規準尺については検討中である。なお ,

A-3期 以降では 1尺 が30 cm弱 と考 え られる規準尺が用 い られている。

石組溝の側石は大半が抜 き取 られている。 S D 730は 底石 として玉石 3～ 5

石を敷 き詰めた もので,幅 は約 70 cmに 復原で きる。溝の底石は B期 の塀 SA 7

32の 柱穴によって壊 されている。底石上には溝本来 の堆積土である灰褐色砂が

約 l cmの 厚 さで認め られた。 S D 332は , S D 730よ りも小 さめの石を底 石 と

して使用 している。側石 は東側に一石のみ残 り,側 石上面か らの深 さは約 40 cm

となる。溝幅 は約 90 cmで ある。両溝 と も長 さ28m分 を検 出 した。西流す る石組

溝 S D 744は 北側石が 4石残 り,深 さは約 15 cmで ある。底石 は用い られず,溝

には灰褐色砂質上が堆積 していた。 この堆積土を切 ってA-2期 の住穴が掘 ら

れている。調査区の西方の石組溝 S D 790も 底石が南北 2列 に残 り,幅 06m

― H側050で
5.8m分 を検 出した。南 と北では底

石が抜 き取 られている。北壁の断面観

察 によると,石 溝の掘形より先に SB

810の 柱穴が掘 られ,石 溝の石を抜 き

取 った後 に柱が抜 き取 られているので,

建物 と石組溝 とは共存 していたと思わ

れ る。

井戸の南方に方形区画 S X 760が あ

m

第25図  S B 750柱 掘形断面図 (1:40)
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る。幅20～ 30 cm,深 さ25 cmの 溝状の遺構が一辺約 4mで方形に巡 っている。溝

状遺構の中央部は粘土化 し,北西隅では,先端部を東に して長 さ約 30 cmの 釘が

出上 した。釘 に,縦方向 と横方向の木 目が残 っていることか ら,方形の溝状凹

みには四隅を釘止めに した木材が埋設 されていた可能性が強いが ,方形区画内

には関連す る遺構 もな く,そ の性格は不明である。井戸の南西部には,人頭大

の玉石を用いた石敷 S X 771が 約 12ポ ある。 B期 の柱穴によって一部壊 されて

いる。縁石に相当す るものはな く,そ の範囲は不明である。調査区南壁西寄に

ある石敷 は第 3次調査で検出 した石敷 S X 700の 北延長部 にあたる。

A-2期 の遺構 には掘立柱建物 2棟 がある。 S B 745は 南北棟で,桁行は 5

間であるが,梁行 は北妻柱列が 3間 ,南妻柱列が 2間 とな る。側柱列の柱間は

不揃いであるが,北妻柱列 の柱間寸法は 1.93m等 間,南 妻柱列は約 2.9m等間

となる。東側柱列の南の柱穴 は,A-3期 の建物 S B 735に 伴 う石敷の下 とな

る。 S B 811は 東妻柱列 2間 と北側柱列 1間 ,南側柱列 2間 を検出 した。 SB

810と 同様 に北東部の柱穴は深 い傾向にあるので,ほ かの柱穴は削平 された可

能性がある。おそ らく,先述 した井戸の西側石の北への拡張に伴 って,S B 810

とほぼ同規模 の建物が,そ の位置 を約 2mほ ど北へず らして建替え られ たもの

と想定 され る。柱抜 き取 りの状態はA-1期 の柱抜取痕跡 と同 じである。

A-3期 の遺構 には掘立柱建物 2,掘 立柱塀 2,石組溝がある。建物,塀 の

柱 は全て抜 き取 られている。建物 S B 735と 建物 S B 736は 西側柱筋 を揃え ,

妻柱間の心々距離は約 9mで ぁる。両建物の南北規模 は同 じであるが,東西規

模 は S B 736が 60 cmほ ど小 さい。建物 S B 735の 柱掘形 は東西方向の布掘 り工

法によって掘 られている。布掘 りの東西長は約 7.5m,南 北幅は 1.2～ 2m,

検出面か らの深 さは 1.5mで ある。掘形内は褐色砂礫土,最上面は人頭大の礫

を含む礫群,柱抜取跡 は黄色粘上で埋め戻 されている。 この建物の四周には石

敷が巡 る。柱心か らの石敷の幅は,北,南,東 の三方が約 1.6m,西 は約 2.8

mで ある。石敷 と建物の柱 との間には溝が巡 ってお り,こ の溝を建物 と石敷 と

の間に設 け られた縁石の抜取跡 とみると,建物の床下は外周石敷 よ リー段高 く

なっていたものと推定 され る。西面石敷の西側 は黄褐色粘土上にバ ラスを敷い
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ている。バ ラス敷 S X 743は , S B 735の 周囲に幅広 く敷かれたと推定 され る

が,遺存範囲は狭 い。 この建物の南面石敷の西延長線 にほば一致 して,西流す

る石組溝 S D 734が ある。側石に一石 をたて並べ たもので,底石は使用 されて

いない。溝幅は約 90 cm,深 さは30 cmで ある。溝 内には灰褐色砂が堆積 していた。

建物 S B 736は 身舎 2間 × 3間 の東に庇の付 く建物 とも考え られ るが,身舎

部分に相当す る南か ら 2番 目の柱位置には,花 南岩の自然石の平坦面 を上 に し

て据えた束石がある。その北の柱位置は,平安時代の上壊 S K 741に よって壊

されているので,束石の有無 は不明である。束石が一個残 ることや柱筋 を揃え

た建物 S B 735が 総柱 であることなどか ら,こ の建物 も総柱 と推定 され る。建

物 S B 820は 調査区西端にある。南北 6間 以上,東西 2間 以上 と推定 され,柱

掘形の一部 は C期 の建物や塀の柱穴によ って壊 されている。柱掘形 は一辺 1.2

～ 13m,深 さは深い もので約 1.2mあ る。遺存状態の良い北か ら 3番 目まで

の柱掘形 は,整地上か ら掘 り込 まれてい る。柱掘形は,下半部が灰褐色砂質土 ,

上半部が黄灰褐色 を呈す る山上で埋め戻 され,抜取跡の埋土は焼上 を含む。

掘立柱塀 S A 670・ 775は 調査区西半部 にある。塀 S A 670の 柱掘形 には ,

黄褐色上で埋め られた直径 15～ 30 cmの 柱 抜 取痕 跡が全てにわたってある。塀

S A 670の 西にある塀 S A 775の 柱抜取痕跡 は直径 15 cm前 後 と小ぶ りである。

<B期 > 遺構の方位が方 眼北 とほぼ等 しい もので,掘 立柱建物 2,掘立柱

塀 3,炉跡がある。建物,塀 の柱掘形の埋土 は,山 土 を含 む褐 色 上 で 埋 め ら

れている。建物 S B 770は 調査区中央西寄 りにある。北西隅の柱掘形は未検出で

南の妻柱掘形 もやや南にずれてい る。柱抜取法はA期 とは異 なり,柱掘形 を壊

して抜 き取 っている。抜取跡か らは藤原宮期の土器が出上 した。建物 S B 742

はA期 の建物 S B 736・ 750と 重複 している。東西 2間 ,南 北 1間 を検 出 した。

塀 S A 732は 調査区東端 にあ り,柱 間寸法 は 1.65m等 間である。この塀の南端

柱穴 を起点 に して,東西塀 S A 731が 2間 分ある。柱間寸法は 2.lm等間であ

る。塀 S A 751は C期 の素掘 り溝 S D 640の 東肩にある。柱掘形は素掘 り溝で

壊 されている一方,A-2期 のバ ラス敷 を壊 している。炉跡 S X 795は 調査区

西端北寄 りにある。一辺 0.6mの 範囲に黄褐色粘上が敷かれ,そ の中央部は熱
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のため赤変 して堅 くしまっている。小鍛冶炉の炉床部分 と推定 され る。

<C期 > 遺構 は方眼方位北に対 して,西 に約 1.5° 振れ る。掘立柱建物 ,

掘立柱塀 2,素掘 り溝 2の ほかに土壊多数がある。建物,塀 の柱掘形は,炭・

焼土 を含む暗褐色粘質上で埋め戻 されている。塀 S A 780と S A 781は 直角 に

折れまが る一連の塀で,東西方向に 8間分,南 北方向に 6間分 を検出 した。

塀の西北部分 に南北棟の総柱建物 S B 830が ある。柱掘形は一辺が50～ 70cm,

深 さは60 cm前 後である。素掘 り溝 S D 640, S D 621は 北流す る。両溝 は,幅

2.5～ 2,7m,深 さ約 0.4mと ほぼ同規模であ るが, S D 621の方位 は北でや

や西に振れている。 そのため,両溝 の距離は内肩間で,南 が約 14m北 が約12m

とな る。いずれの溝 も第 3次調査で西流 していたものが直角 に北に折れている。

このような状況か ら,溝 間を通路 とみなす ことも可能であるが,そ うす ると路

面上に同時期の上壊が掘 られ るなどの問題が残 る。 このほかに 7世紀後半か ら

8世紀初頭の上器 を出土す る S K 748・ 749・ 755。 762～ 764・ 773・ 774

・ 776～ 779な どの上媛多数 と調査区南半中央寄 りに小柱穴群 S X 752が ある。

また,調 査区西北地区を中心に,A期 の石敷 と比べて乱雑に敷 いた石敷群 を

検 出 した。 この石敷には,S X 825の よ うに直径 1.5m,深 さ 0.35mの 規模

で掘 りくばめ,底 面および側面に玉石 を張 りつけた遺構が伴 っている。石敷群

は, S B 830や S A 780・ 781の 柱掘形の上面 を覆 ってお り,こ れ らの遺構 よ

りは新 しい ものである。石敷 目地や覆土か らの出土土器 は藤原宮期の ものを最

新 とす るので,こ こではC期 の遺構 とみな してお く。

その他の遺構

先の遺構 に先行す るものに, 3条 の斜行溝 SD 575 0 576。 577が ある。 い

ずれ も南東か ら北西方向に掘 られ, S D 577は 北西部で西折す る。断面形は逆

螂色
|

台形 を呈 し,溝幅は約 1.2m,深 さ

は 04～ 0.5mで ある。 S D 575の

一部 とS D 577は 溝の両肩に沿って,

黄色粘土や黄色粘土入 りの淡青灰色

粘上で埋め られてい る (第 26図 )。

ィA ri咲 て生斗、111

'Ii抽
色 |

第26図  斜行溝 S D 755断 面図 (1:40)
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断面形の形状や流水のあ った痕跡 もない ことか ら,先 の粘土帯 を裏込め とみな

せば,斜行溝 は,本来木樋暗渠であった可能性が強い。いずれ も,A期 の遺構

によ って壊 されていることや, 3次 調査で瓦片が出土 していることか ら, 7世

第27図 単弁10弁軒丸瓦 (1:5)

＼

0            10           20cm

第28図 出土土器・ 土製品 (1:4)

紀前半の遺構 と考え られ る。 このほかに平

安時代の素掘 り溝 S D 630,土 壊 S K 741

と中世の小溝がある。

(21 遺物

瓦,土器 ,土製品,金属製品,木製品 ,

石製品のほか,玉類,動・ 植物遺存体 など

多種の遺物が出上 しているが,現在,整理

中のため,こ こで は特徴的なものをとりあ

げる。

瓦類は,主 に調査区の南東部か ら出上 し

た。 これ らのほとん どは S B 735を 覆 った

黄色粘土中に含 まれていたものである。軒

瓦は軒丸瓦26点 を教え る。大半 は単弁 8弁

の角端点珠の軒丸瓦 と,単弁10弁 の軒丸瓦

である。後者の瓦は飛鳥寺創建時の軒丸瓦

に類似す るが,中 房 の連子が 1+4で 中房

の形状 も円球状 を呈 し異 なるものである。

両者の軒丸瓦は,現在 の ところ,飛鳥寺寺

域 内では出土 していない。

土器 には,縄文式上器,弥生式上器,古

墳時代の上師器・ 須恵器 をは じめ,中 世の

瓦器 などがあるが, 7世紀中頃か ら 8世紀

初頭 の時期 (飛 鳥Ⅲ・ Ⅳ・ V)の 上師器 ,

須恵器がそのほとんどを占めてい る。同期

の土器 は井戸 S E 800の ほか,藤原宮期の
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金属製品には大量の鉄製品のほか,少量の銅製品がある。鉄製品は主 に藤原

宮期の整地上,土壊か ら出上 した。鏃,斧 ,鎌 ,刀 子 ,ヤ リガンナ,カ スガイ,

釘 などがある。なかで も鏃は 100点以上あ り,注 目され る。大量 な鉄製品の出

土量か ら,付近 に工房 ,あ るいは保管庫のあったことが推定 され る。また,鉄

滓が調査区西半部か ら少量 出上 した。

木製品は井戸か ら出上 した。斎串,横櫛 ,刀 子柄 ,小型の蓋 ,栓 状円盤,先

端 を尖 らした棒状品などがある。 このほかに,縄 , トチの実 などの種子 , ヒョ

ウタン,二枚貝が出土 してい る。

石製品には,井戸か ら出上 した紡錘車,藤原宮期の整地土か ら出土 した砥石 ,

弥生時代の石鏃,石錐 ,剥片刃器がある。ほかに,勾玉,小玉, コハ ク玉 など

の玉類が出上 している。

(3)ま とめ

今回検出 した 7世紀代中頃か ら8世紀初頭にかけての時期の遺構 を,過 去の

調査成果 とともにまとめると次のようになる (第 31図 )。 A-1期 および井戸

S E 800の 石敷側石 を改作 したA-2期 は,井戸出土土器が飛鳥Ⅲの もので あ

ることか ら, 7世 紀半ばをやや降 る時期 と考え られ る。前調査で饗宴地区 と推

定 した塀 S A 600か ら北では石敷 を伴 う井戸 を中心 に大規模 な建物を配置 して

い る。 このあ り方 は,今後,饗 宴地区の構造 を知 るうえで重要な手懸 りとなる

もの と思われ る。 A-3期 の時期 には,塀 S A 600の 位置は,塀 S A 560と し

て踏襲 され るが,井戸,石 組溝は埋め られ,建物配置 も異 な ってい る。 このよ

うに前期 とは異 なる改造の時期は 7世 紀後半で も天武朝の時期に求められよう。

なお,今 調 査 で A期 と した遺構 は方眼北に対 して,約 2° 東に振れているの

に対 して,過去の調査で検 出 したA期 の遺構の振れは約 1° 弱であ り,そ こに

施行基準の相違があ ったことも推定 され る。 B期 の時期は,遺構の重複関係や

出土遺物か ら藤原宮期 まで下 らない。すでに S A 560は 廃 され,漏刻地区 と饗

宴広場地区を区画 した施設は認め られない。 この ことか ら,B期 にはA期 とは

根本的に異 なる単位の もとに当地域が利用 されていたことが想定 され る。 C期

は藤原宮期にあたり,B期 の南北塀の位置を踏襲す るかのよ うに素掘 り溝が掘
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0                  50m

第31図  石神遺跡主要遺構変遷図 (1:1500)

られ,そ こか ら離れた西北部 は塀で

区画 されているが,検 出 した建物の

規模・ 位置か らみて,こ の地区の中

心建物 とは言いがたい。従来 この時

期の遺物は大量 に出土 していたに も

かかわ らず,遺構は稀薄であった。

今回,建物・ 塀 を検 出 したことによ

り,藤原宮期における利用形態の一

端 を明 らかに したといえよ う。

以上のように, 7世紀中頃か ら藤

原宮期にかけて,ほ ば連続 して利用

されていた石神遺跡の状況が明 らか

になった。 しか し,各時期によ って

利用形態は明 らかに異 なっている。

飛鳥寺西の広場が当地域に も及んで

いたもの との推定がすでになされて

い るが,遺構の状況か ら判断す ると

『 日本書紀』の皇極朝か ら持統朝に

み られ る飛鳥寺西の広場が一貫 して

その性格 を変えなか ったとはみな し

難い。各時期の遺構 は,さ らに西方

や北方 に及んでいる。その範囲,構

造の確認や当地域が長期間公式の場

として利用 された背景の解明,飛鳥

浄御原宮をは じめとする飛鳥諸宮 と

の関連については周辺地域の発掘調

査の進展 を待 ちたい。
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飛鳥寺 とその周辺地域の調査 鰯査位置は54頁参照)

a 石神遺跡東方 (A地 点)の調査

(1984年 4月 )

この調査 は住宅改築に伴 う事前調査 として明 日香村飛鳥で行 った。調査地は

飛鳥寺寺域東北隅 の北方約 30mに あたり,北流す る八釣川の西岸に接 している。

調査は東西 5m,南 北 lmの トレンチを設定 して実施 した。床上の直下か ら河

川堆積層が続 き,遺構 は河川によって削平 されたとみ られ る。

b 石神遺跡東方 (B地 点)の 調査

(1984年 8月 )

この調査 は,明 日香村農業協同組合の駐車場新営 に伴 う事前調査 として,同

農協東側裏手の畑地で行なった。当該地 は東か ら西に延 びる支丘陵の先端に位

置 し,『飛鳥誌』 (1944年 )に 飛鳥氏の塁 と称す る山城跡 と伝 える。現在,北

垣内の小字名が残 り,矩 形 にめ ぐる濠状の窪みが一部認め られ る。駐車場予定

地はこの小丘陵南裾の北か ら南に傾斜す る長 さ20mほ どの台地上に位置す る。

調査 は幅 1.3m,長 さ 14.6mの 南北 トレンチを設定 して,約 19だ を発掘 した。

調査の結果,地表下約60 cmで 花南岩風化上の地山面 を確認 し,調 査区北端か ら

約 6mの 位置で地山が急下降 していることが判明 した。山城 の造営に伴 って削

平 された人為的なものであるか否かはさらに周辺部の調査 を待 ちたい。黒色土

器 ,燈 明皿,悟鉢等中世の遺物が少量 出上 してい る。

c 飛鳥寺寺域東方 (C地 点)の 調査

(1983年 12月 )

調査地 は飛鳥坐神社参道の北,石垣の西の水 田で,現 地が駐車場に改修 され

ることにな ったため,事前調査 を行な った。発掘面積は18∬ である。水 田の耕

土・ 床土 は 2層 をあわせて約50 cmの 厚 さがあ り,そ の下 には古い沼地の堆積土
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がひろが っている。沼上の上層 は厚 さ約 50 cmの 青灰粘土,下層 は水田西端付近

で厚 さ約50 cmだ が,東 に急に深 くな ってい る。上 。下層 とも植物遺存体 を多 く

含むが,人 工遺物は認め られなか った。調査区内で,こ の沼堆積土上層か ら切

り込 まれた溝の一部を検 出 した。溝は幅約 5.5m,深 さ約80 cmの 規模 をもち ,

水田西側 の村道にほぼ並行 して,南か ら北へ流れている。溝西肩か ら村道端 ま

での距離は約 3mで ある。溝下層 には厚 さ10～ 20 cmの 灰色の粗 い砂が,上層 に

は暗灰色の粘上が堆積 してい る。下層か らは藤原宮期の須恵器・ 土師器 の小片

が出土 し,上層 には多量の格子叩 き 。縄叩 き目の瓦,そ して各時期の上器片が

含 まれていた。溝のつ くられ た時期 ははっきりしないが,上層の遺物 に12世 紀

頃の羽釜の破片があ り,こ の溝が中世 までは使われていたことを示 している。

d 飛鳥寺寺域東方 (D地 点)の 調査

(1984年 1月 )

この調査 は,飛鳥坐神社参道前 の水路改修工事に伴 う立会調査 として,実施

したものである。道路下の既設暗渠 を改修す るため,幅 2.4m,長 さ約 18mに

わたって道路下約 13mの 深 さまで掘 り下 げた。その結果,現在の南北道路 に

平行 して南北方向に 3条 の木杭列 と石積が 1列 検 出された。いずれ も,旧 水路

の護岸施設 と推定 され る。旧水路 (南 北溝)埋土か らは瓦,土器 (黒 色土器 を

含む)が 出上 している。出土遺物の年代・ 遺構か ら見て, C地 点の調査遺構 と

一連の もの と考え られ る。検 出 した南北溝は古代か ら中世にかけて使用 された

水路であ り,何 回 も改修を行な ったもの と推定 され る。

e 飛鳥寺南方石敷広場 (E・ F地点)の 調査

(1984年 1月 ～ 3月 )

調査地は,飛鳥寺南門に至 る参道の真南にあたる場所で, 1956年 に検 出 した

石敷広場 に南接す る。所有地の関係か らE・ F地点に 2ケ 所の トレンチを設定

した。調査地の層序 は,基 本的には,耕土・床土・ 茶褐色砂質土・ 灰褐色砂質

土・ 灰褐色砂土 。褐色粘質土 。暗灰色砂土 。青色粘土 となる。遺構 は灰褐色砂
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土上面で石敷 。道路状遺構・ 石組溝を検出 した。 しか し,石組溝の南には,灰

褐色砂土・ 褐色粘質土 は広が ってお らず,暗灰色砂土上面で土塁状の遺構,青

色粘土上面で土管 を連結す る導水施設 を検出 した。

遺構

1.石敷 S X 670・ S X 671,石 組溝 S D 662,道 路状遺構 S F 680

これ らは一連の造営によるものであることが石敷の上層観察 によって判明 し

た。 S X 670は 1956年 に検 出 した石敷広場 と一連の遺構である。調査区北端 よ

り5m分 を検 出 した。石敷は東南隅部の一部の撹 乱 を除 いて良 好 に遺 存 し,

約 30 cm大 の河原石が敷 きつめ られている。南端 。東端は一回 り大 きな河原石 を

南 。東に面をそろえて立て並べ,縁 石 としている。東縁石 はほぼ南北方 向である

が,南縁石は西で北へ 7～ 8° 偏れている。石敷 には東の縁石 と並行す るよう

に南北に走 る区画線の石列が認め られ,石 敷工程 の単位幅 (約 22m)を 示 し

ていると考え られ る。 S X 670は ,褐色粘質土 によ って整地 し,平坦 に造成 し

てか ら東・南の縁石部

に据え付 け穴を掘 って

縁石を固定す る。そ し

て,縁石によ って区画

された内部 を,南 北方

向区画線上に石を先ず

敷 き,そ の後 に空間部

を充填 してい く方法が

取 られている。

S X 671は 北限を S

X670の 南縁石 と し,

南限を石組溝 S D 662

のゴヒ側石 とす る幅75 cm

ほどの大走 り状の石敷

である。 S X 670の 石 第32図  石敷広場 (F地点)調査遺構配置図 (1:100)
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敷面より約 20 cm下 が った部分に設 け られてお り,径 10～ 15 cmの やや小ぶ りの河

原石が敷かれている。道路状遺構 S F 680の 延長上 にあたる部分 は撹乱を受 け

てお り, S F 680を 横切って東 に続 くものか, S X 670の 東縁石の延長上で と

ぎれ るものかは判然 としなか った。

S F 680は ,飛鳥寺南門に通 じる未舗装の道路状遺構 と考え られ るものであ

る。 S X 670の 東縁石以東には,石 組 は存在せず,抜取穴 も認められなか った。

この部分 は当初 よ り石 は敷かれてお らず, 1956年 に検出 した幅 3,7mの 空間

地の南の延長上 に当たることか ら, S X 670の 東縁石以東は道路状の遺構 SF

680に なっていたものと考え られ る。今回の調査では S F 680の 東限は調査地

外であるため,幅 員を確めることはで きなか った。

S X 671の 南に接 して東西方向にのびる石組溝 S D 662が存在す る。溝の両

側には30～ 40 cm大 の河原石を立て並べて岸 として,溝底 にはやや小 さい河原石

を整然 と敷 きつめている。満の深 さは25 cm,溝 幅は70 cmで あ り,道路状遺構 S

F680を 横切 って,水 は西へ流れて いた ものと考え られ る。 この溝 は 1982年度

に本調査地の東方40mの 地点で検 出 した S D 662と 一連の石組溝である。なお,

S D 662の 下層か らは 7世紀前半 に位置づけ られ る土器・瓦,古 墳時代の須恵

器が出上 している。

2 土塁状 の石積 (S X 673,S X 674)

S D 662の 南 7mと 1l mで 東西に走 る S X 673,S X 674を 検 出 した。幅は

S X 673が 6m, S X 674が 4mあ る。,と もに石組溝 S D 662と 振 れが異 な

る。 S X 673・ 674の構築面 は, S X 670・ S X 671・ S F 680。 S D 662構

築にあたっての整地上である褐色粘質上下の暗灰色砂上であ り,層 位的には石

敷広場 よりは一層下層 にある。石積は最 も厚 い部分で30 cmを 測 る。石 は径 5～

15 cmほ どの小 さい河原石が用い られている。性格は不明である。

3 導水施設 S X 675

石組溝 S D 662の 南 18mで ,瓦製土管をつ なぎ合わせた東西方向にのび る導

水施設 S X 675を 検 出 した。土管 は, S X 673, S X 674が 構築 された暗灰色

砂上の下層 の青灰粘土を掘 り込んで据え られている。土管は行基丸瓦 と同 じ技
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第33図  石敷広場 (E・ F地点)調査遺構配置図 (1

法で作 られてお り,外表 は縄叩

き目が残存 する。全長約 40 cm,

最大径 18 cm,最小径 1l cm前 後で

ある。最大径部が西で あり,西

か ら東へ継 いでいった ことがわ

か る。水を西か ら東 に流すに応ゝ

さわ しい構造で あるが, 自然地

形イよこれ とは逆 イこ東が下託く西が

低いため,そ の性格については

なお問題が残 る。土管の形態・

製作技法か らは, 7世紀後半頃

の構築 と考え られる。

まとめ

今回検 出 した S X 670・ SX

XiS9240 671・ S F 680。 S D 662は ,

1956年 に検 出 した飛鳥寺南門の

石敷広場の南端 に相当す る。石

敷広場の南端の様子 は 1982年度

に,本 調査地の東方40mの地点

で確認 されている (概報 13)。

今回は,そ の南 に続 くS X 673

200)。
s X 674・ S X 675を検出し,

Ｎ
Ａ

石敷広場関係の施設 は S D 662よ り南には広が っていない ことを確認 した。石

敷の南縁,犬走 り状の石敷,石 組溝の構築法 は 1982年 度調査の S X 660・ SX

661・ S D 662と 同一であ り,道 路状遺構 S F 680の 東西 に同様の施設が存在

して いた ことが判明 した。 1982年度の成果と合わせ,飛鳥寺南門南の石敷広場

の様子はよ り明 らかになった と言えよ う。すなわち,石 敷 S X 670の 南北長 は

南縁石までで 20.5m, S D 662の 南側石までで 22.2mと なる。
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1956年 の調査では,石敷の参道が検 出されているが,石敷の参道 はそのまま

南へは続かず,石敷広場 と交差するあたりか ら,幅 3.7mほ どの空間地 とな り

南に続いて い る。今回はこの空間地 の南延長部を検出 したが,空 間地の状況 は

1956年 調査 と同様であ り,石敷広場の南限まで続 き,そ こで S D 662に よって

限 られ ることが判明 した。 また, この空間地 は,整地を行なった後 に石組溝 。

石敷 と一体で作 られていることか ら,北 に続 く参道と同様の性格の道路状遺構

であった と考え られる。石敷広場の東 。南縁石の交差状況か ら, この石敷広場

は,参 道 (飛鳥寺伽藍中軸線)に 対 して,西 で北 に 7～ 8° の振れを もつ 乙とが

確認 された。 また,石 敷広場の下層か ら 7世 紀前半頃の上器・瓦が出土 してい

る。 これ らの ことか ら,石敷広場は 7世紀前半以降に造営された ものであり,

その性格 は,東 西長66m以 上南北幅約 20.5mの 石敷道路,あ るいは回廊などの

建物基壇 と考えることもで きるが,今後 さらに検討を必要 として いる。

f 飛鳥寺寺域東部 (G地点)の 調査

(1984年 5月 )

飛鳥寺東辺部の農道改修工事に伴 って, G-1,G-2の 2地点で調査を実

施 した。 G-1区 は寺域の東南隅部にあ り,飛鳥寺創建時の瓦窯跡が立地す る

小丘陵の北裾部沿いの延長約50mの 範囲である。 G-2区 は安居院本堂 (中 金

堂)の 東約 150mの 位置か ら, さらに東に向 って約24mの 間の農道の北肩部で,

東門想定地のやや東側 にあたる。

G-1区 では,丘 陵の西側を走 る道路東端か らほぼ東北東に延びる農道に沿

って,長 さ13mと 23m,幅 はいずれ も約 1.5mの 2本 の トレンチを設けた。調

査の結果,旧 県道 の東約25mの 位置で,花 南岩風化土 (地 山)に 掘 りこまれた ,

柱掘形 とみ られ る遺構 2つ を発見 した。掘形は丘 の裾に東西約 2.8mを 隔てて

並び,方 約 1.5mの 規模である。伴出遺物 はな く,調 査範囲 も限 られているた

め,遺構の時期,性 格等は明 らかにで きなか った。

G-2区 では東西24m,南 北 1.5mの トレンチを設けた。地表 (道路)下 0.7

m～ 1.lmの 深 さで,瓦 ・炭を多量に含む整地層が存在 し,そ の範囲は東端部
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の幅約 lmの 部分 を除いては発掘区全域 に及び,周 囲の未発掘地域に広が って

いる。検 出遺構 としては, この整地層を切 り込んで作 った礎石 (花 南岩製)落

とし込み穴 1基 と,同 じく整地層を切 りこんだ発掘区東端 に位置す る幅 9m以

上の南北方 向に走 る溝状遺構がある。溝状遺構か らは瓦が出土 してお り,そ の

年代か ら見て遺構の時期は 8世紀以後と考え られる。礎石落 とし込み穴か らは

時期を示す遺物 は出上 していないが,層 位関係か らこれ も 8世紀以後の所産 と

みられ る。 整地層は残存条件の良好 な部分では,厚 さ約60～ 70 cmあ る。整地層

は炭・焼土・瓦を多量に含む粘質上が複雑に入 り混 じる層 とその上部の比較的

炭の混 じる量の少ない淡黄灰色山土 (厚 さ約 10 cm)か らなる。 また,整地層下

部には部分的には厚 さ約 30 cmに 及ぶ炭単純層か らなる箇所がある。整地層か ら

は須恵器,土師器,軒丸瓦,丸 。平瓦が出上 している。軒丸瓦は飛鳥寺創建瓦

である単弁 10弁 軒丸瓦であ り,上器は 7世紀前半代の もの と推定 される。 した

が って,整 地の時期は 7世紀前半以降と考え られる。

この整地層の性格については,発掘範囲 も狭 く特定で きなか ったが,発 掘区

は飛鳥寺東門推定地に近接 してお り,寺周辺地域の造営 。整備状況を知 る手が

か りとな る。また,整地層 に含まれる多量の炭や丸・平瓦お よび軒丸瓦 ,土器

がどこか らどのよ うな背景で ここまで運ばれたのかを解明する必要 も生 まれて

きた。 今後,周 辺地域の発掘を持 って,再度検討 したい。

g 飛鳥寺寺域北部 (H地点)の 調査

(1984年 5月 )

この調査は住宅建設 に伴 う事前調査 として,明 日香村飛鳥で行な った。調査

は飛鳥寺講堂の北方約80mの 地点で,飛 鳥寺寺域内の北部にあたる。 調査は東

西 6m,南 北 1.5mの 発掘区を設けて実施 した。検出 した主要遺構は柱穴 1,

土墳 2で ,柱穴は一辺約 lmの 隅丸方形掘形を もつが,時 期は特定で きない。

今回の調査では,調 査対象地 の制約のため,そ の遺構 の性格を決定できないが,

今後の周辺地の調査 に関 して,重要な手がかりを得 ることがで きた。
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h 飛鳥寺寺域北部 (I地点)の調査

(1984年 5月 )

この調査 は,住宅改築に伴 う事前調査 として,明 日香村飛鳥で実施 した もの

である。調査地 は飛鳥寺旧寺域北部 にあ り,飛鳥寺講堂の北東約60mの 地点で

ある。調査は東西 4m,南 北 3mの発掘区を設 けて実施 した。調査の結果,幅

lm,深 さ45 cmの 南北溝 1条 を検出 した。溝埋土か らは丸 。平瓦,土師器,須

恵器,黒色土器が出上 してお り,溝 の埋没時期は奈良時代末か ら平安時代初頭

にかけて と考え られ る。溝は 7世 紀代の瓦包含層 を切 り込んで作 られてお り,

年代の上限が飛鳥寺創建時 にまではさかのばりえないことか ら,清 の年代 は奈

良時代を中心 とす る時期 と推定 され る。

i 飛鳥寺西回廊 (」 地点)及 び西門 (K地 点)の調査

(1985年 1月 ～2月 )

飛鳥寺 の西方では安居院の西北約 120mの 西回廊西北隅付近 と,そ の南40m

の西門西南部 との 2ケ 所で小規模 な調査を行な った。

1 西回廊 とその周辺の調査

調査地 は, 1956・ 57年 の調査成果 によれば,回廊西北隅に近 い西回廊か ら寺

γ16割5 域西限施設までの間に位置す

X169070 ~

る。調査はそれ らの遺構の確

認を目的 として実施 した。主

な遺構 には,調 査区東端の回

「1 1μ  廊基壇基底部 と想定 され る粘

土層の高まりと調査区西端の

Ｎ
▲

道
路

（
寺

域

西

限

）

0          こ

第34図 飛鳥寺西回廊 (J地点)調査遺構配置図 (1:
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れ,そ れは東か ら約 3mの 位置で西方へ急激に落ちた段状 をな して南北 に連な

る ことが判明 した。粘土層 の位置や瓦層の広が りか ら判断 して, この粘土層の

高 まりが回廊基壇の基底部を示す ものと理解 された。

粘土層 は,瓦層の下ヘー連 に続 く暗灰色土層の上にの った細かい土層の集ま

りと して存在 し,基壇土あ るいは整地上層を思わせ る。 しか し,付近一帯 には

飛鳥寺創建以前の遺物包含層が幾重 にも重な って広が っていることが知 られ ,

粘土層中に もそれ らと同様の遺物が含まれていて厳密 には回廊基壇土 と断定で

きなか った。 また粘土層の上面西端近 くで,国廊基壇縁石抜取 と考え られる南

北 に溝状 に続 く浅い土壊を検出 した。

粘土層の高ま りの西方には約 20 cmの 厚 さで瓦層が広が り,そ の境にある乱雑

な石列 は瓦層中に含まれ るものである。瓦層中の瓦は比較的大形の破片が多い

ものの敷かれた状況ではな く,複弁蓮華文軒丸瓦や縄叩 き目の平瓦片が含まれ

ている。 また共伴す る土器か らみて も,瓦 層は奈良時代 にな って整地層 として

形成 されたものであろう。瓦層の下面は西端ま ~

で ほぼ平坦であるが , 瓦片を含む不整 形 な土

壊を数個確認 しただけで,顕 者な遺構 はない。

声西 トレンチ西端 には南北溝があ る。 トレン

チの制約か ら溝東半を瓦層の下面で検出した。

断面は浅いU字形で溝幅約25m,深 さ約 0.6m

の素掘 り溝である。埋土か らは多量の瓦片とと

もに, 7世紀後半～末頃の上器片や 円面硯など

が出土 した。 この溝は,西 限の施設 に沿 って延

びるもの と考え られるものの,そ の性格は明 ら

かでない。

南北溝の下層で竪穴住居跡を確認 した。東・

南壁 をそれぞれ約 2m分 検出 しただけで全体の

形状 は不明確であるが,東壁 にはカマ ドが設け

られ,カ マ ドの中心か ら南約 1.3mの ところで

クチイ/

0                    2m
l―

―

―

―

第35図 竪穴住居跡実測図 (1:50)
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約 120°  の鈍角に折 れ曲が って南壁 となっている。壁はほば垂直に最大 30 cmの

高さを残 してお り,内 。外 ともに溝 は認め られない⑤ この住居跡の年代は出土

土器や層位か ら 6世 紀代に属す ると考 え られる。

飛鳥盆地ではこれまでに板蓋宮伝承地をは じめ飛鳥時代の遺構 の下層で十数

棟の竪穴住居跡が検 出されている。本住居跡はそれに一例を加えるばか りでな

く,そ の形状がやや特異であること,遺 構の上 。下限が限定できることなど,

注 目すべ き貴重な資料である。住居の性格や地理的 。年代的位置付 けについて

イよ『 日本書紀』の飛鳥衣縫造祖樹葉の家 とも関わ り,興味深いが,今 後の調査

研究をま って検討 したい。

2 西門の調査

||

石細小満
| |

X169120-― | |

1 素糊 り高

第36図 飛鳥寺商門 (K地点)調査遺構配置図 (1:200)
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今調査地にも一連の遺 構 が及ぶ もの と推定 されている。

調査は、当該地 における農小屋建設にともな う事前調査であ り,上記のよう

な成果に もとずいて,西 門および周辺の遺構の把握を目的 として実施 した もの

である。ただ諸々の事情か ら,調 査区の設定は大 きく制約 され,遺 構が充分解

明されたとは言いが たい面が ある。

調査の結果、東西 トレンチでは西か ら石組小溝,石 組大溝,石 列等 を検出し,

南北 トレンチでは,二種の積土層を確認 した。東西 トレンチで検出 した石組小

溝 と石組大溝 は,飛 鳥京第 11・ 18次調査の S D 6684・ S D 6685に あたるもの

で,そ の位置,規模等は一致 している。

石組小溝 (県 調査 S D 6684)は 溝幅42 cm,深 さ13 cmで 長 さ 1.2m分 を検出 し

た。南方での調査分 を含めると南北総長26m以 上に及んで いることになる。溝

狽1石 は,20 cm大 の玉石一段か らなる。溝は,礫 ・瓦片を含む整地層を切 りこん

で作 られている。溝側石は総 じて西側が大ぶ りであ り,西側石が据え付け溝の底

に達す るのに対 して,東側石は 10 cm余 浮 いた状況にある。 この西側石の大 きい

点は,南 の調査成果で も同 じであって,溝 の東西の整地層にみ られ る相違を重

視す ると, この西側石が西方の低い基壇 の縁石である可能性がある。ただ,今

調査ではその当否を確認することはで きなかった。なお,県調査 にい う礫敷 S

H6687は 整地上中の礫にあた るもの と考え られ る。

石組大溝 (県 S D 6685)は 溝幅 1.25mで 長 さ 1.2m分 を検 出 した。 この 溝

は前述のよ うに南 13mと ,北 23mの 地点で検出 しているほかに,北 100mの 地

点での小規模な調査で も確認 してお り,南 北約 120m程 にわた り,飛鳥寺寺域

西限にそ って南北に設け られている ものである。溝は80 cm大 の大形の花商岩一

段で側石 とす るが,側 石の上端は東 と西 とで異な り,東の方が約 10 cm高 い。東

西側石の高 さの違 いは構築当初か らのことと思われる。 この点につ いて は県の

調査において も同様で,後 述す る石列 との関わ りによるもの と考え られ る。

大溝は側石の外約90cmの位置か ら大 きな据え付 け溝を穿 って構築 されている。

その裏込め土中か らは多量の瓦片,礫 とともに, 7世紀後半 に至 って成立する

と考え られ る技法でつ くられた土師器甕の把手が出上 した。従 って, この石組
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大溝 は飛鳥寺創建当初か らの遺構ではな く, 7世紀後半以降に設 け られた もの

と考え られ る。

石組大溝の東 lmに は,上端を大溝 の東側石 よりも約 25 cm上 で揃えた南北の

石列がある。石列は高 さ50 cm,長 さ80 cm,厚 さ20 cmの 花南岩を西に面を揃えて

配 した もので,石 列以東は一段高 い基壇状 をな し,そ こには南北 トレンチ北半

と南半 に分 けられ る 2種類の積土層がある。北半の積土 は主に粘土、南半 は粗

砂 。砂質土か らな り,上 面 レベルは北半が約 15 cm高 い。 また、南半の積土上 に

は下か ら瓦層・粘土層 。小石敷・粗砂層か らなる整地層がある。 これ らは,い

ずれ も石列 よ り新 しく,出 土遺物や層位関係か ら見て石列は大溝 と同 じ 7世紀

後半代かそれ以後 に構築 され,そ の後平安時代初頭 までに数度の整地を重ねた

もの と理解 され る。南の積土層上には円形土壊 とそれを壊 して東方にのびる長

方形土壊があ る。 いずれ も多量の瓦が含まれ るが,長方形土壊には平安時代初

めの黒色土器が含まれている。 この土壊は東方での第 1次調査で検出されてい

る深い落ち込み と一連 の もの と推定 され る。

このほかに東西 トレンチでは石組大溝の下 と素掘 り溝の下の 2ケ 所で柱穴 を,

素掘 り溝 の西方で土壊を検出 した。柱穴はいずれ も一辺 1.2m以上の大型の掘

形であるが,素 掘 り溝下の柱穴 に瓦片が含まれず,他の二者に瓦片が含まれ る

違いがあ り,両者 は異なる時期の遺構であ ると思われる。

以上のよ うに,今調査では,西 門について明確な遺構 は得 られず,ま た検出

した遺構 にはさまさまな解釈の可能性や問題点が含まれている。そのいくつかに

ついて触れておきたい。

西門西南部の位置す る南北 トレンチの積土層につ いては,そ の位置か ら北半

のそれが西門基壇に関わ るとす る ことに疑 いはない。積土層上では小石の抜取

痕跡 は認め られたが,礎石や基壇縁石な どの抜取痕跡は認 められなかった。これ

は,先 の調査で検出 した礎石上面高を推算 した結果,積土層上面より約40 cm上

にあたることか ら,基壇上の大半を含めて大 きく削平されていることによるも

のと考え られる。

南の一段低 く付加 された積土層 とその上 の整地層および石列につ いては,石
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列が北方 。南方の調査では検 出されてお らず,ま た,石 列の位置が推定西門心

の西約 7mに あって, この数値が門の異行 2間 分 に軒出を加えた数 とほぼ一致

する Cと か ら,石列を基壇縁 とす る果行 3間 の門を想定す ることもで きる。 し

か しなが ら,そ の場合,石列の上面高 と西門礎石上面高 とは約 45 cmの 差があり,

石列を直接 の基壇縁石 とは見 られないうえに,石 列が推定基壇南端をこえて南

に延 びていることが理解で きない難点がある。現段階では石列・整地層・積土

層 は,石組大溝造営 と同時かそれ以後に,西 門を含めた寺域西辺部一帯で行な

われた造作・整備 に関わ る遺構 と理解 しておきたい。

また,東西 トレンチで確認 した二時期にわたるとみ られ る柱穴の存在 も,西

辺部一帯にたび重なる改作のあることを暗示 している。飛鳥寺の西方 は,『 日

本書紀』に記 された槻木の広場の存在が想定 されてお り,そ の一画 と見 られ る

石神遺跡では 7世紀中葉 。後半・末の各時期に大改造 された遺構群が重複 して

いることが判明 している。西門西方で検出された石敷,石 組溝等 について も同

様の状況下で造営 されたと理解す るのが妥当であろう。

今回の調査で残 された問題点の解 明については,す べて今後の調査・研究の

進展をまたねばな らない。 その中で,西 門に関わる課題 の解明にとって残され

た調査地は,今回調査をな しえなか った農小屋部分をおいては他 にないことを

付言 しておきたい。

j 飛鳥寺南方 (L地点)の 調査

(1984年 7月 )

乙の調査 は農業用倉庫新築に伴 う事前調査 として,明 日香村飛鳥で実施 した

ものである。調査地 は飛鳥寺瓦窯 の南約90mの 地点で,奈 良県が1971年 度 に飛

鳥京第28次調査 として調査を行な った水 田にす ぐ北接す る場所である。調査は

東西 3m,南 北 8mの調査区を設定 して行な った。調査の結果、 7世 紀代中頃

以後の礫敷,藤原宮期以後 の南北素掘 り溝・土壊,中世以後の東西溝を検出 し

た。調査地の上層層序 は水田耕土,床土,黄灰土,礫敷面で,礫敷面は現地表

下約 1.lmに あ る。黄灰土中には藤原宮期か ら奈良時代初頭までの多数の土器
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と少量の瓦が包含 されて おり,蹄脚硯 。円面硯 も出土 している。南北溝,上 壊

は Cの 礫敷を切 り込んで作 られている。溝,土壊 とも黄灰土 と同様な土器が出

上 してい る。礫敷は発掘区全域に広が り,そ の厚 さは約 10 cm程 であ る。礫敷の

構築方法は,断面観察 によれば,丘 陵地谷筋の 自然流路の埋土 と推定 され る厚

さ約 lmの 暗灰粘土層に,厚 さ約 10 cmの 黄褐色山上を積んで整地 した後,小形

の礫をやや乱雑に敷いて作 られていることが判明 した。なお,暗灰粘土中には,

木片,銅 鉱滓,瓦片, 7世 紀前半～中頃にか けての上器が含まれて いる。

礫敷の構築時期は 7世紀中頃を年代の上限 とし,藤 原宮期～奈良時代初頭 を

下限 とす るが,そ の性格につ いては,発掘区の制約 もあって不明である。飛鳥

京第 28次 調 査で もこの礫敷 と同様な礫敷遺構が確認 されてお り, この付近で

はかな り普遍的な もの と考え られる。

飛鳥地域その他の調査概要

a 川原寺周辺 (B地点)の調査

(1984年 4月 )

本調査は公民館新築 に伴 う事前調査 として明日香村川原で行 なった ものであ

る。調査地は川原寺の西南 180mに 位置 し,川 原寺・橘寺間に想定 され る道路

上にあたる。調査 は南北 2.5m。 東西 2mの トレンチを設定 して行 な った。検

出 した主な遺構 は土壊 2で ある。 トレンチ東半部 にわたる土壊を埋め戻 した後

に トレンチ北半部にわたる土壊が掘削 され る。 トレンチ東半の古 い土壊か らは

14世紀代 の上師器が出上 してお り, この地域 に中世にかな りの人 の手が入 った

ことを示 している。

川原寺南限西部 (A地点)の 調査

(1984年 7月 ～8月 )

この調 査 は 農業 用 倉 庫 建 設 に伴 う川 原 寺 史 跡 地 内 の現状 変 更 と して,明 日香
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村川原で実施 した。調査地 は川原寺南門の南西約 100mの 地点で,川 原寺寺域

南西部 にあた り,川 原寺 の南限である川原寺 と橘寺 との寺域境界線上にす ぐ北

接す る。調査は東西 4m,南 北 8mの発掘区を設けて行なった。地表下約 25 cm

で,近 代の井戸 。東西小溝等 を検出 したにとどまった。調査区周辺の自然地形

は南が高 く北が低い丘陵地であるが, トレンチ南端の南 2mの 地点では,約 ■2

mの差で北 (川 原寺)に 向 って急 に落ちている。 さらに, トレンチの南約 8m

の地点では橘寺北面築垣が想定 されている ことか ら, この段差 は川原寺 と橘寺

の境界線 と して,従 来か ら人工的な ものであると考 え られて きてい る。今回の

調査で は発掘区が この境界線まで及ばず,ま た古代の地層が全 く残存 していな

か ったため詳細 は判然 とは しないが, この発掘区周辺地域が川原寺の寺域設定

の際,何 らかの削平・整地が行なわれた ことは確実 と考え られる。

c 橘寺寺域東南部の調査

(1984年 10月 )

本調査は史跡橘寺の旧境内地における住宅改築に伴 う事前調査 として行なっ

た もので,調査地 は東門推定地の南60mに あり,寺 域の東南部分 に相当す る。

調査は東西 15m,南 北 2mの トレンチを設定 した結果,西 か ら東へ下降す る花

南岩風化上の地山面 と,調 査区東端に中世の瓦片 と割石を含む幅 lm,深さ 0.6

mの 南北方向の素掘 り溝 1条 を検出 した。 このことか ら西方の丘陵が中世以前

には現在よ りも25m程東に張 り出 して いたことが判明 した。

d 立部寺 (定 林寺)東方 の調査

(1984年 2月 )

調査は,定林寺現本堂の北に隣接す る庫裡の改築予定地で実施 した。発掘面

積 は17だ ほどである。現地は立部寺の中心伽藍の残 る小 さな丘の東裾部 をテ ラ

ス状 に削 り出 した狭 い平坦地で,20 cm程 の堆積土 を除 くと風化 した岩盤の地山

が直接露出す る。地山上には,中 世以降の建物の痕跡 と考 え られ る円形 の浅い

窪みが若干残 っていたが,詳細 は不明である。
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Ⅳ 山田寺第 6次調査 (東回廊 C寺域東北部)

(1984年 8月 ～12月 )

1982年度の第 4次調査,昨年度の第 5次調査によって回廊 の規模が判明 し,

また回廊の建築部材が多量 に出上 したことによって,建物 の復原が可能になっ

た。その結果,国 廊 は南北23間 であることが確定 し,中央 12間 目が東入国とな

る可能性が高まった。今回の調査は第 4・ 第 5次調査成果を受けて,東回廊部

分では, 1:東 回廊建物のよ り詳細な復原資料を得 るため東回廊北か ら14間 目

以北の建物部材を検 出すること, 2:東回廊中央部分である北か ら12間 目での

入日の有無の確認,を 主な目的と して実施 した。 さらに第 4次調査で検出 した

基幹排水路 S D 530。 S D 531,南北塀 S A 500の 性格究明のため, その東北

隅 と考え られ る地点に

調査区を設定 した。

東回廊の調査区は 9

間目か ら15間 目までの

南北29m,東西18mの

範囲で,第 5次調査地

である15間 目を含めて

お り,調査区北端 は第

4次調査区南端 と接 し

ている。寺域 東北部で

は,第 4次調査で検出

した S D 530。 SD 531

・ S A 500の 北延長上

に東西10m,南 北 5m

の調査区を設定 して発

掘を行 なった。

P I

椎
ケi

第 37図
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(I) 東回廊の遺構

発掘 によ って検 出した主な遺構 には,東 回廊 S C 060,東 扉 口 S X 065,回

廊西側雨落溝 S D 061,回 廊基壇土地覆石抜 取痕跡 S X 560,回 廊基壇上柱掘

形 S X 062・ 064・ 066,回 廊西側 のバ ラス敷・瓦敷,お よび柱穴 S X 067,

回廊東側の南北素掘 り溝 S D 552,土 壊 S K 550な どがある。

1 回廊遺構

1011サ

111!IJ

13‖ |!

第38図  東回廊調査遺構配置図 (1:200)

Ｎ
Ａ
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東回廊 は 9間 日か ら15間 目までの 7間 分 を検出 した。 なお15間 日は第 4次 。

第 5次調査で明 らかにされ た部分である。発掘区の基本的層序は,上か ら水田

耕土,床土,灰褐色砂混 り粘質土,灰 色砂混 り粘質土,暗青灰色砂混 り粘質土,

暗茶褐色粘質土,暗 青灰色粘質土,回 廊基壇上である。暗茶褐色粘質土中には

多量の瓦, そしてその下部 には多量の回廊建築部材が含まれていた。 また,床土

下か ら暗茶褐色粘質土までの間は,砂 と粘質土が互層になってお り,多 量の瓦

堆積の後 には,土砂 の流入,堆 積が何度 も繰 り返 された状況が認め られ た。

回廊 は今回は 6間 分 (総長 227皿 )検出 した。果行 1間 の単廊で,礎石 12個

はすべて原位置を保 っていた。住間は桁行・梁行共に 3.78mの等間であ り,

1尺 =36.O cmの 高麗尺換算で 10.5尺 となる。回廊の東西基壇化粧 は,花 南岩を

主体 とした自然石を一段立て並べて羽 目石と した ものである。基壇幅は約 6.4

m,礎 石心か ら東西基壇縁までの距離 はともに 1.3mで ある。

礎石 はすべて花南岩製で,下部 に方座,上部に円形蓮華座を造 り出す。東側

礎石は円形蓮華座 の部分 に幅約 25 cm,長 さ20～ 35 cmの 地覆座が造 り出されてい

る。西側礎石 には地覆座はな く,円 形蓮華座 は単弁12弁 の連弁が全周 している。

方座の大 きさは65 cm前 後,高 さ約 5 cm,蓮 華座は上径 42 cm前 後,高 さ約 7 cmで

ある。礎石・縁石の レベルは均―ではな く,最 高部の東側柱 9間 目北礎石 と,

最低部の東側柱 13間 目北礎石 との レベル差は32 cmで あ り,回廊全体 としては調

査地内では北が高 く,南 が低 くな って いる。

基壇西側 の化粧石は,回廊西雨落溝SD061の 東側石を兼ねてお り,西側石 は

東側石よ り小形の石を用いている。溝底 には石を敷 いていない。溝幅は約 45 cm,

深 さ約 20 cmで ある。基壇東側雨落溝は,第 5次調査 と同様検出されて いない。

また,12間 目で,東扉口 S X 065を 検出 した。東側柱列で は礎石間に 3個 の

花南岩製の地覆石を据えてい る。 3個 の地覆石 は原位置を保 って いる。地覆石

上 には地覆材が残存 している。地覆座の幅 は 3石 とも32 cm前 後であ るが南 と北

の地覆石については,礎 石の地覆座 と同幅 (25 cm)に 切 り欠 きが入れ られて い

る。長 さは南の地覆石が95 cm,中 央の地覆石が90 cm,北 の地覆石が 101 cmを 測

る。南 と北の地覆石 には径 8 cmの 軸摺穴が穿たれ,北側 の軸摺穴中には内径 6
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cmほ どの軸摺金具が残存 していた。軸摺穴 の深 さは 5 cmで ある。東側柱12間 目

北 と南の礎石の高 さを比較す ると北が25 cm高 い。北 の地覆石の高 さは北の礎石

高 と同 レベルであり,中 央地覆石が北よ り15 cm下 が り,さ らに南は12間 目南礎

石高と同 じで ある。 乙の ことか ら東扉 口の中央地覆石部分か ら南 は著 しい不等

沈下 が生 じていることが確かめ られた。

2 回廊基壇

基壇上では,地覆石抜取痕跡 S X 560,柱 掘形 S X 062・ 064・ 066を検出

した。

S X 560は ,前 回調査 と同様,扉 口部分を除 く東側柱列すべての柱間で検出

した。幅は60～ 80 cm,深 さは礎石上面か ら30～ 35 cmほ どである。第 4次調査時

に 8間 目で確認 したよ うに,長 さ55 cm,幅 25 cm,厚 さ12 cm前 後の大 きさの榛原

石製の地覆石が当初存在 していたもの と考え られ る。なお,地覆下 には瓦 。礫

・板石が詰め込んであった。 これ らは,地覆石抜 き取 り後 に,回 廊建物 の不等

沈下を防ぐ目的で空隙に詰め込んだ ものと考 え られる。第 5次調査で, 9世 紀

前半～中頃に地覆石が抜 き取 られた所見を得ている。

その他,基 壇上面では,東西両側柱筋および棟通 りに南北方向の柱掘形を検

出 した。柱掘形はいずれ も桁行の柱間の中央付近 に位置す る。 S X 062は 東側

柱筋 に位置 し, S X 560の 下層で検 出した。 S X 064は 西側柱筋 に位置 し,基

壇上面で検出 した。 S X 062・ 064は 発掘区のすべての柱間で確認 している。

S X 066は 今回初めて検 出 したが, S X 062・ 064と 対応す る棟通 り位置に存

在す る。 S X 062・ 064・ 066と も柱掘形の規模 は多様であるが, S X 062・

064は一辺50～ 60 cmの 隅丸方形, S X 066は 径 35～ 60 cmの 円形を呈す る柱掘形

が多 い。深 さは現存基壇面か ら40～ 60 cmを 測 る。

S X 062・ 064・ 066は ,い ずれ も基壇土積土後 に改めて掘 られているが,柱

掘形か らは土器 。瓦等 は出上 してお らず,掘 られた時期を特定することはで き

なか った。 これ らの性格 につ いては, S X 066や 基壇外の小穴の存在か らみれ

ば,東 回廊造営時の足場穴である可能性 もあるが断定で きない。

基壇築成状況を把握す るため,回廊を断ち割 る小 トレンチを設定 した。 その
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結果,基壇のベースは,黄 色粘土層で, この層 は調査区の北東部分で高 く,西

および南方向へ傾斜 してい くことが判明 した。南側では,13間 目礎石付近から,

黄色粘土上 に布留式上器・古式須恵器を包含す る灰色砂が堆積 している。西 は

東西礎石間中心部あたりか ら,黄色粘上が変質 した黄褐色粘上が堆積す る。 こ

の灰色砂や黄褐色土 の上に整地上を加えて平坦化 している様子が明 らかになっ

た。西側柱礎石 および13間 目東側礎石以南は整地上が厚 くなってお り,ま た13

～ 15間 目のベースは灰色砂でそこが後 に最 も不等沈下 した部分である。 9～ 11

間 日の東側柱礎石の据え付 けは,ベ ースとなる黄色粘上を削 り出 し,基壇の形

を整え,築 成上 (暗 灰色砂土)を 加えた後に,据 え付 け穴を掘 って据え付けて

いる。今回の調査では,す べての礎石について据 え付け穴が確認 されている。

したが って基壇造成後に礎石が据え られた ことが明 らか にな った。また,東・

西の基壇化粧 とも,基 壇縁を一度 カッ トして据え付 けている。

3 回廊建物

<出土部材>

回廊建物の建築部材が大量に出土す るとともに壁や金具が出上 した。建築部

材は,約 450点 におよび,そ の内訳 は柱 6,地覆 5,長押 1(二間物),頭 貫

1(三間物),腰 壁束 4,方 立 4,連 子窓 2間分,大斗 6,巻斗約30,肘木 2,

太柄 8,藁座 2,茅負 3,垂木約30,垂 木栓約20,そ の他多量の野地板・屋根

木舞 などがある。材は ヒノキを主 とするが,柱 はいずれ もクスであった。壁土

は腰壁・ 連子窓脇小壁・扉脇小壁・斗機間小壁 と各部位の ものが比較的良好 に

残 る。金具 は既述の軸摺金具の他,少 量の釘が出土 した。 この内には長押 に打

ち付けた釘が突 きさったままの状態で残 るもの 3点 を含む。

<部 材の遺存状況>

建築部材 は特 に調査区南半部での遺存度が良好であ り,第 4次 調査で検出 し

た 15間 目に続 いて 13・ 14間 目で も連子窓が組まれた状態のまま出土す るなど ,

部材の量・種類 とも豊富であった。北半部では断面寸法の大 きな材である大斗

および巻斗が主に出土 してお り,倒 壊後の腐蝕が著 しい。既述のように北半部

では基壇を地山か ら削 り出 して造 っているのに対 して,南半部で は旧河川を覆
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第39図 東回廊建物部材出土状況実測図 (1:100)



う粘土層の上 に築成 している。 したが って南半部では倒壊部材上の覆土 ととも

に上下か ら保水性の高い粘土層で密閉 された ことか ら材が良好 に保たれた もの

である。 なお,前 回までの調査で未確認であった棟木および叉首を含めて,虹

異など上部架構材は検 出されなか った。 また,垂木 については三枚組 とす る頂

部仕 口部分 の断片30点 に加えて,垂木栓22点 が出土 したにもかかわらず,垂木身

部は 3点 と少 ない。倒壊後に相 当量の部材が抜 き去 られた ものと判断 され る。

<建物の倒壊状況>

次に部材の散布状況から建物 の倒壊状況をみると,13・ 14間 目では西に横倒

しとなってお り,第 4・ 5次調査で確認 した15間 目以南の状況 と基本的に変わ

らな い。特に13～ 15間 目東側柱筋は三間物の頭貫 によ って強固に連結 されてい

たため,軸 部の変形がほとん どな く,仕 口部分の損壊が少 ない。 12間 目以北で

は南側 と状況 を異に している。東側柱筋の東側に も組物部材や壁土が落下 して

お り,11間 目では棟通 り肘木が基壇 ほぼ中央に見 い出された。西側で も茅負が

直下の酬落溝内にある。 さらに,12間 日では落下 した垂木の上 に重な って扉脇

小壁が倒れてお り,屋 根か ら先 に崩れ落 ちた ことがわか る。以上の状況 か らみ

て12間 目以北では下に押 し潰 された状態で倒壊 した もの とみて よい。第 4・ 5

次調査 を含めて柱お よび腰壁束は上部 に較べて下部の腐蝕が著 しい。倒壊前か

ら既 に足元部分の腐蝕が相当進行 していた ことを物語 る。

<回 廊建物>

今回の調査 によ り,回 廊建物の部材形状・寸法等 に新たな資料 を加 えること

とな った。特 に従来不明で あった軸部総高および組物積み上 げ高が明確となり,

次項に触れ る12間 目扉国の構成が判明 したことと共 に大 きな成果を得た。今回

調査によって新たに明 らかとなった主要な点 と既報告を訂正・追記す るべ き点

について触れてお く。

1 頭貫 1本 は第 4次調査でその一部を検出 していたもので,13間 か ら15間 に

かけての三間分を一木 と し,そ の全長 (11.32m)が残 る。

2.腰壁束が良好 に残 り,そ の高さ50 cmと 判明 した。 また斗供間小壁の遺存状

況が良 く,そ の高 さは腰壁高 と等 しい。
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3.肘木 は第 5次調査 により,舌 を有す る Cと が判明 している。今回出上 した

肘木のうち 1本 はその上半部が良好 に残 り,全 長 1.2m,巻 斗心々50 cmと 判明

した。上面の巻斗間には背繰 りを施 した上, さらに角 に笹繰 りを設ける。

4 茅負 3点 は腐蝕が少 な くほば L字型の断面形状が明瞭でその寸法に大小 2

種が混在す る。大型の ものは15 cm角 の材か らなり,残存長 5。 7mに 及ぶ ものが

ある。瓦繰 りの間隔は約 31 cmで ,柱 間一間 (3.78m)に つ きほぼ 12列 並ぶ。

垂木には釘で打ち付けるが,釘 穴間隔は長いところで 2.51mに およぶ。 月ヽ型

断面の材には約 60 cm離 れて 2本 の釘穴が残 る。垂木割 りは瓦割 りにほば一致 し

ていた もの と判断 され る。

5.壁木舞 は縦横一方 を心 として,そ の両面か ら直交方向の木舞で狭むが,腰

壁・連子脇小壁 は横木舞を,斗供間小壁 は縦木舞を心 とす る。

<扉 日の構成>

東回廊の中央12間 日には扉 国が開 く。扉 口脇の柱高は変わ らないか ら,連子

窓を構える他 の柱間 と同一 の架構 とし,一 連の屋根が続 く構造 とな る。扉構え

の復原資料 と して以下の諸点が知 られ,ほ ば全容が判明 した。

1.扉 は内開きとし,軸摺穴は地覆石に直接穿つ。軸摺穴の心々距離 1,98m

は柱間の高麗尺 10.5尺 に対 して 5.5尺 に相 当す る。法隆寺の 6.5尺余に較べて

開口幅が狭 い。

2.戸 当 りとなる地覆 は柱間いっぱいに入れ,幅 は他の柱間より狭 い ものとと

し,頭貫 の幅 に揃える。

3.内 法長押は用いず,軸摺穴を穿 った別材 (藁 座)を頭貫 に打ち付 けたと判

断され る。扉 日付近か らの出上部材 に長 さ50 cmで 両端木 口を斜めに切 り落 し,

ノ ミ彫 りの釘穴 2ケ 所を残す もの,軸摺穴の一部と考え られ る小穴を残す断片

各一点が あ り,藁座 に復原で きる。

4.連子窓下 の長押 は扉 口両脇の柱で留に回す。

以上 によ り復 原 され る扉構えは,頭 貫・地覆間に方立を立て,地 覆石 と藁座

に穿った軸摺穴 に扉板を釣 り込む形式 とな り,法 隆寺回廊の扉 国の現状に比較

して,開 口部が狭 く,構成部材の少ない簡素な形式となる。扉板の形状,門等
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第40図 東回廊建物中央扉回復原図 (1:60)

の施錠施設 は不明である。 なお,掲げた復原図は柱間寸法か ら割 り出 した 1尺

=36 cmを 採用 し,最小単位を 5分・ 2分 として数値を整理 した もので,整理途

中の暫定的数値である。

(■ ) 回廊周辺の遺構

回廊基壇周辺では,回 廊の内側 (西 )でバ ラス敷 とその下層の瓦敷,小柱穴

を検 出 した。外側 (東)で 南北溝,東 西溝,柱穴,土 壊を検出 した。

バ ラス敷上面には瓦・建物部材が堆積 してお り,回 廊倒壊時の地面であった

ことが分 る。 バ ラス敷は回廊内側全域にわた り,東は回廊西雨落溝の西側石で

止まる。バ ラス敷 と建物部材の間か らは土師器・黒色土器が出上 している。

瓦敷はバ ラス敷の直下 に存在す る。瓦敷 は回廊内側の発掘区全体 に広が るの

ではな く,10。 11間 目の西側で不整形 に抜 けている。使用瓦は丸・平瓦を主体

とするが,平瓦の方が多数を占める。軒丸 。軒平・極先・面戸瓦,土管,上器

も利用 している。瓦敷使用瓦の様相は,回 廊に葺かれた瓦の組み合わせ と異な
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る様相 を示 している。すなわち,回 廊部分では創建当初の瓦が80%以 上を占め

て,新 しい瓦が非常 に少 ないのに反 し,瓦 敷部分では縄叩き 。格子叩き目を明

瞭に残す時期の下 る瓦が50%以 上を占め る。 また,瓦 の敷設 にあた っての作業

単位を示す箇所が,北 か ら12間 ～ 15間 目で 4ケ 所見 られた。平瓦の縁を揃 え ,

東西方向に 1～ 3列 敷 き並べ,そ れを区画線 として各々の区画内に瓦を敷 きつ

めてい く。区画の南北幅 は一定でな く, 1.7～ 32mと 不揃いである。

S D 552は 回廊 基壇東縁か ら約 10m東 に位置する南北方向の素掘 り溝であ

る。溝幅 1.Om,深 さ 0.2mを測 る。地形および溝底の レベルか らみて,中 央

部分 (12間 )よ り南では南流 し,北 では北流す る溝であったと考え られ る。溝

埋土か らは10世 紀代 の上器が出上 している。 S D 552の 下部には土墳 S K 550

が存在す る。 S K 550は 第 4次調査時に北半が調査 されている。 S K 550は 不

整形な平面形 を呈 し,南北 4.2n,東 西 2.3mの 規模である。西側部分は回廊

基壇東縁の基壇化粧下部まで広が ってお り,基 壇化粧築成よ りは古期の遺構で

ある。埋土か らは瓦片が出上 している。 小柱穴 S X 068は , S D 552の 東 にあ

る。一部 S D 552に よって壊 されている。 S X 062・ 064・ 066の 東西柱筋延

長上の位置に存す る柱穴 もあるが,性 格ははっきりしない。 S D 069は 東扉 口

部分の北限東延長上を東西に走 る素掘 り溝で S D 552よ り古 い。溝幅は 0.7m,

＼こ壬ユfiJ″「 1   さは0・ lmである。西限は基壇東縁となる。東

⊂≡
=≡

ゴ言声言万'2
扉 口に関連す る溝 とも考え られるが、性格ははっ

きりしない。

(Ⅲ )遺 物

今回の調査では,前 述の回廊建築部材の他 に多

量の瓦薄類,土器 (土 師器・須恵器・緑釉陶器・

黒色土器・瓦器),金 属製品 (鉄釘・金銅製飾金

具・軸摺金具),銭 貨 (延 喜通宝,そ の他 1点 ),

木製品等が出土 した。遺物 は整理途上にあるが ,

瓦類を中心に概要 を報告す る。

上器は,主 に瓦堆積層および基壇上面か ら出上 し
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ている。 図示 したものは10世紀後半か ら11

世紀前半頃の時期と考え られ る。回廊倒壊

の時期は, これまで 10世紀末か ら11世紀前

半頃の時期 と推定されて きている。今回の

瓦堆積層および基壇上面か ら出上 した土器

の在 り方や時期 も同様な結果を得ている。

瓦は総量で平箱1000箱 以上,総重量約 1l t

が出土 した。 この内,回 廊建築部材を覆 う

瓦堆積層の ものが全体の約65%を 占め る。

調査区全体で軒丸瓦98点 ,軒 平瓦 145点 ,

極先瓦 188点 が出土 し,道具瓦 としては割

面戸瓦74点 ,割 史斗瓦96点 が出土 している。

道具瓦の大半は瓦堆積層か ら出土 した。軒

丸瓦では D種 ,軒 平瓦ではA種が 60%を

占める。極 先瓦はD種 が約 80%を 占め,

極先瓦D樋

事Fメし瓦 D種

これ らが東回廊所用瓦のセ ッ トを示 している。完形の丸 。平瓦は,丸瓦 272点 ,

平瓦 385点 が出土 したが,大 半 は瓦堆積層か らの出土である。完形の丸・平瓦

については,丸 瓦は約80%,平瓦 は約85%が 創建期の ものであ る。

次に瓦堆積層での特徴を記 しておきたい。瓦は12間 目以北の部分 に集 中 して

堆積 しており,部 材残存部 (13～ 14間 日)で は,層 といえるほどの堆積を して

いなか った。 しか し,軒丸瓦には, このような集中状態はみ られず,基 壇の東

西両側にほぼ均等 に分布 して出土 した。割面戸 。割史斗瓦は,西 側礎石筋 に集

中 して出上 し,ほ ぼ落下 した時点での棟の位置を示す と思われ る。 そ して,棟

用の瓦 と推定 され る特殊な大形平瓦の分布は, この道具瓦の分布 と重なってい

る。なお,瓦 敷 には今回調査区の回廊部分か らは出上 していない軒丸瓦 F種 を

2点含んでいた。

(Ⅳ )寺 域 東北部の調査

第 6次調査では,東回廊部分 の調査とは別に,寺域東北部 と推定される地点

・・        ―
イニFtt A種

第42図 東回廊所用軒瓦 (1:5)
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に調査区を設定 して行なった。

調査区の位置は第 4次調査で検 出 した, S A 500・ S D 530・ S D 531の 北

延長上 と, さらに 1978年 に寺域北限を画する と考えられ る柱根 の出土 した地点

(第 37図 A地点)の 東延長上と交差する地点にあたり,そ こに東西10m,南北

5mの 調査区を設定 した。

調査区の層序 は,東 西で若千異な るが,基 本的には耕土・床土・茶褐色土・

暗褐色土・灰褐色粘質土・暗灰褐色粘質土 。暗青灰色粘土・灰褐色砂質土 とな

る。遺構 は柱穴・素掘 り溝・塀・ 石組溝・暗渠・ 土壊を確認 したが,重 複状態

で I～ Ⅲ期に大別できる。

<I期 の遺構>

南北塀 S A 500,東 西塀 S A 570,柱 穴 S X 571,南 北素掘 り溝 S D 530が

ある。

南北塀 S A 500は 1間分 を検 出 した。柱間寸法は約 2_3m前 後である。柱掘

形は東西 1.6～ 1.7m,南 北 1.0～ 1.2mの 長方形を呈 し,深 さは 19m前 後で

ある。東北隅の柱は南東方向へ抜 き取 られ,南 の柱掘形の一部を壊 している。

南の柱掘形内には,検出面か ら0.6m下が った部分で,ノ ミによって南方 向か

ら切断 された柱根が原位置を保 って出上 した。材質 は ヒノキで,長 軸方向に沿

って 16角 形の面取 りが行なわれており,径 は29 cmを 測 る。下部 には長 さ 5 cm,

第43図 寺域東北部調査遺構配置図 (1:100)
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幅 35 cmの 筏穴が 2孔穿たれている。東西塀 S A 570は 1間分確認 した。西の柱

掘形 は土媛によ って大半が壊 されてい るが,土墳の南側で柱掘形の一部,土壊

の南壁面で柱痕跡を確認 した。柱痕跡の径,復原で きる掘形の大 きさと深 さか

ら,東北隅柱と同規模の もの とみて間違いない。住間寸法は約 23m前 後 を測

な。 この南北塀 は第 4次調査の S A 500と 柱掘形の規模・深さ も同様であり,

北延長上に位置する ことさら S A 500の 一部 とす ることがで きる。 S A 500は

この発掘区で西に L字状 に折れ曲 り,東 西塀 S A 570と なる。 S A 570は ,従

来北限を画す る塀の一部 と考え られていた柱穴 (A地 点)に 連なるものと考え

られ る。なお,柱 掘形・抜取穴か らは時期を決定す る土器・ 瓦の出土 はなか っ

た。 S A 500の 性格については既述 されているが (概報13),塔・講堂建立時

には存在 していると考え られ る。

調査区東部では,南 北素掘 り溝 S D 530,柱 穴 S X 571を 検 出 した。S D 530

は溝幅約 3.5m,深 さ30～ 40 cmの 幅広の溝で,調 査区を貫通 し,北に続 く。南

か ら北への傾斜地のため,氾濫を くり返 し,肩部が広が った ものであろう。溝

埋土 は暗灰褐色粘質上であるが,埋土中か らは多量の瓦 と土師器・須恵器・黒

色土器・灰釉陶器などが出上 している。 S D 530の 東肩部 にあたる部分で柱穴

S X 571を 検出 した。石組溝の東縁石下で掘形を確認 して いるが, S D 530の

肩部を壊 して掘形が掘 られて いる。掘形 は 0.8mほ どの隅丸方形状を呈 し,深

さは 0.55mを浪1る 。底径 37 cm,高 さ28 cmの 柱根が残存 していた。材はケヤキで

あ る。調査区内で は S X 571に 対応する柱穴は検 出できなか った。 S X 571は

東西塀 S A 570の 東延長 と一致す るが,そ の間にこれに対応す る柱穴無 く,S

A570と は異 なる性格の遺構の一部であると考えられる。

<Ⅱ 期の遺構>

S D 530が 石組溝 S D 531に 改作 され る時より,土壊 S K 575が 掘 られる直

前 までを Ⅱ期 とす る。

石組溝 S D 531は , S D 530埋土を掘 り込み,東西縁石を据え付けて構築す

る。縁石は地山の傾斜 に沿 って北が低 くなるよ うに据 え付 けてある。最大の も

ので長 さ 1.2m,幅 0.8mを測 る巨石が縁石に用 い られてお り,第 4次調査で
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検出 した S D 531の 縁石よ りははるかに大きい。溝幅65 cm,深 さは40～ 60 cmを

沢1る 。据えた縁石の空隙には,小石や瓦を詰め込んでいる部分 も認め られ る。

S D 530と 同様,調 査区を貫通 し, さらに北 に続 く。溝底 には石は敷かれて い

ない。埋土は上部が粘質上で下部が粗砂であ る。両層 とも多量の瓦,そ して土

馬・土師器・須恵器・黒色土器を含む。土器では11世紀前半頃までの遺物が含

まれてい る。 S D 531の 西側石の西 0.5mの 部分 に柱穴 S X 572が 存在す る。

検 出面 は SD 531と 同 じであ る。掘形 は 0.5mほ どの方形で,深 さ 0.25mを 測

る。径 17 cm,高 さ29 cmの 柱根が残存 していた。材は松 と考 え られ る。対応する

柱穴 は検 出で きなか った。 S D 531の 付属施設の一部 と考え られ る。

調査区西部では水か北流する暗渠 S X 573,574を 検出 した。検 出層位は S

A500・ 570の一層上面である。 S X 573は底部・側部に蜂 を用いている。埋

土か らは奈良時代末 に比定で きる瓦が出上 した。 S X 574は , S X 573の 西側

を利用 して東側 とし,西側を石組 とした暗渠である。暗渠内には丸瓦が 5枚裏

返 しに敷かれて水路 となっている。丸瓦上 には平城宮 Ⅲに属す る内面漆塗 りの

杯が完形で出上 している。暗渠蓋石 は 2石 が原位置で出土 した。 S X 574も ま

た S K 575に 北側を壊 されているが,土壊内か らは蓋石に用い られたと考え ら

れる巨石が 4個 出土 してい る。 S X 573・ 574は 北側が土壊によ って壊されて

いるが,側 石の残存状態か ら暗渠 S X 573・ 574の 上部に南北幅 24m以 上の

東西に走 る土塀状 の構築物 を推定する ことが可能であ る。第 4次調査では南北

塀 SA 500上部で土塀状遺構 を検出 しているので,そ の可能性 は高い。 しかし,

調査地内の層序観察か らは, この構築物の高まりを観察す ることはで きなか っ

た。

S X 574の 西側石の南延長上 0。 95mの 位置に柱穴 S X 576が あ る。掘形は

0.5mほ どの方形を呈 し,深 さは 045mを 決1る 。対応する柱穴 は調査地 内では

検出されていない。

<Ⅲ 期の遺構 >

土塀状の構築物を廃絶 し,暗 渠 S X 573・ 574を壊 して土壊が掘 られる時期

である。 S K 575は 調査区北西隅で検出 した東西長 3.Om,南 北長 1.5m以上
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深 さ約 lmの 大土壊である。南半分を調査 したが,北半分は調査地外へ広が っ

ている。土装内には瓦袋 200袋 分の瓦・土師器・黒色土器・瓦器 。白磁 。暗渠

蓋石・木材などがぎっ しりと詰まって いた。

土器 は比較的多 く出土 したが,土師器皿が多数を占める。時期は10世紀か ら

12世紀前半 にわたっている。瓦器は 12世紀前半に所属す るもので,出 土遺物

の下限を示 している。瓦は,縄 叩き 。格子叩き目を明瞭に残す ものが,伽藍創

建期の叩き目を丁寧 になで消す種類よ り多い。 これは回廊を含む主要伽藍の瓦

の様相 とは異な ってお り,組 成か らは回廊瓦敷に近 い様相を もっている。

以上, S K 575は 土師器・ 瓦器の出土状態か ら12世紀前半に掘 られた土壊で

あり,そ の時点では,暗渠 S X 574は 機能 してお らず,土塀状の構築物 も廃絶

されていた と考え られる。上壊内か ら出上 した土器 には杯・皿類の 日常容器が

多 く, この付近に僧房・食堂等の存在を推定す ることが可能であろう。

(Vう  まとめ

今回の調査の目的は, 1,東 回廊の復原資料を得 ること , 2,東 回廊中央

(12間 目)の 東扉 国の確認, 3;寺域東北隅の確定にあった。

第 1の 目的に関 しては,建物の保存状態が良好であったので,腰壁の高 さが

確認で き,回 廊軸部の高 さに関す る正確 な復原資料を得 る ことがで きた ことは

特筆 してよい。 また,回 廊建物の倒壊に関 しては,整地上を多 く加えた部分ほ

ど建物 の不等沈下が激 しく,今回検出 した三間物 の頭貫 は,13～ 15間 目の礎石

の沈下に準 じてたわんでお り,ま た柱足元の腐蝕 も進行 していた ことか ら,何

らかのきっかけがあれば倒壊 に至る状況であった ことが判明 した。

第 2の 目的の東扉回の確認については,ほ ば正確な復原資料が得 られた。山

田寺は法隆寺回廊の扉口より開口部が狭 く,構成部材の少ない簡素な形式であ

ったことが判明し,基壇には階段が取 り付いた明確な痕跡は認められなかった。

第 3の 目的である寺域東北部の確認については,当 初想定位置に隅部の遺構

を検出したが, これが寺域東北隅であると断定するには至 らず,今後に解決を

待たねばな らない問題点となった。南北塀 S A 500。 東西塀 S A 570か らなる

塀の隅部を確認することができたことは成果として上げられるが, これを寺域
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東北隅 とす るには疑 問な点が多い。 S A 500の 東にある素掘 り溝 S D 530。 石

組溝 SD531は , S A 570の ラインより更に北に続 き,ま た S D 530・ 531よ

り東ではすでに 7・ 8世紀代の寺院遺構の存在が確認されている (概報13)。

したが って, S A 500。 S A 570は ,地形, 位置関係か らみて寺院中心伽藍が

占地す る平坦地を区画する東限・北限であ り, S D 530。 S D 531は この中心

伽藍域の基幹排水路である可能性が高 い。寺域東限については S A 500以 東に

延びることが確実であ り,北 限に関 して も S A 570以 北に延びることが予測 さ

れるよ うにな って きた。

一方 , この調査区は講堂の東北側に あた り,僧 房・食堂等 によ り近いと推定

され る。土墳 S K 575よ り12世 紀前半頃を中心 とする日常用上器が多数出土 し

てお り, この付近 に寺院の 日常生活の地域が存在 したことを暗示 している。

また,今 回の調査では回廊建物の建立か ら倒壊 に至 る過程を再度確認 して い

る。それ らを今一度述べれば,ま ず,東回廊は 7世紀中頃の金堂建立に続いて,

それ とそれ ほど隔た らない時期に建立された。塔や講堂 はやや遅れて 7世紀後

半代に完成す るが,そ の後, 8世 紀中頃になって回廊内側 は瓦で舗装 され る。

9世紀前半～中頃には回廊の地覆石が抜 き取 られた り,あ るいは腰壁等 を中心

に回廊が改修・補修 された りしたと考え られ る。そ して,遅 くとも10世 紀代に

は回廊内の瓦敷 はバ ラス敷に再舗装 され る。おそ らくこの頃には東回廊の軒部

分や柱足元部分を中心 として,か なり荒廃・痛みが進行 していたものとみられ

る。 そ して,10世紀末～11世紀前半頃に至 って,東回廊建物 は倒壊す る。

今回の調査 によって,東 回廊の構造 と建物の全容 は,ほ ば解明で きた。寺域

の確認に関 して は,中 心伽藍域の区画は確認で きたが,そ れをそのまま山田寺

の寺域区画施設 とするには,否定的要素が多 く,そ の解明にはさ らに調査が必

要な ことが判明 した。また僧坊 。食堂など寺院に付属す る諸施設や南門を明 ら

かにす ることも,今後の重要な課題であ る。
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写真 1 藤原宮第 38次調査区全景 (北西から)

写真2 藤原宮第 41次調査区全景 (東から)



写真 3 藤原宮第 44次調査区全景 (西から)

写真4 藤原宮第 40次調査区全景 (南西から)



写真 5 石神遺跡第 4次調査区全景 (北西から)

写真 6 石神遺跡第 4次調査 石敷井戸S E 800(東から)
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